
は
じ
め
に

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
創
設
さ
れ
た
陸
軍
で
は
、
当
初
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ

信
号
を
用
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
筆
者
は
、
明
治
十
七
年
頃
に
書
き

記
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
偕
行
文
庫
（
靖
国
神
社
）
所
蔵
の
ラ
ッ
パ
譜
を
調
査
し
た
結

果
、
た
し
か
に
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
信
号
と
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
、
個
々
の
楽
曲
に
即
し
て
確
認
し
た
一
。
陸
軍
ラ
ッ
パ
の
「
フ
ラ
ン
ス
時
代
」
は
、

明
治
十
八
年
十
二
月
に
『
陸
海
軍
喇
叭
譜
』
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
幕
を
閉

じ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
の
は
、
西
南
戦
争
に
お
い
て
、
陸
軍
は
ど
の
よ

う
な
ラ
ッ
パ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
吹
い
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
南
戦
争

は
、
陸
軍
が
経
験
す
る
初
め
て
の
大
規
模
な
近
代
戦
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ラ
ッ

パ
を
組
織
的
に
用
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
多
く
の
日
本
人
ラ
ッ
パ
手
が
―
―
ま
だ
学
校

教
育
の
唱
歌
す
ら
存
在
し
な
か
っ
た
頃
に
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
管
楽
器
を
吹
奏
し

た
点
で
、
日
本
の
音
楽
史
（
西
洋
音
楽
受
容
の
歴
史
）
の
観
点
か
ら
も
注
目
に
価
す

る
出
来
事
で
あ
る
。
西
南
戦
争
が
お
こ
っ
た
明
治
十
年
で
あ
れ
ば
、
陸
軍
の
ラ
ッ
パ

は
前
述
の
「
フ
ラ
ン
ス
時
代
」
に
あ
た
る
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
ラ
ッ
パ
の
メ
ロ

デ
ィ
が
鳴
り
響
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
そ

れ
以
上
の
こ
と
に
な
る
と
、
と
た
ん
に
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
参

謀
本
部
陸
軍
部
編
纂
課
に
よ
る
西
南
戦
争
の
公
式
記
録
『
征
西
戦
記
稿
』
に
は
、

西
南
戦
争
で
陸
軍
が
用
い
た
ラ
ッ
パ
信
号
と
「
喇
叭
暗
号
」
を
巡
る
混
乱

奥
中
　
康
人

文
化
政
策
学
部　

芸
術
文
化
学
科

「
喇
叭
」
の
文
字
が
い
く
つ
か
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ラ
ッ
パ
が
鳴
っ
た
こ
と
自

体
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
戦
地
に
お
け
る
ラ
ッ
パ
を
巡
る
具
体
的
な
情
報
に
は
乏

し
く
、
詳
し
い
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
整
備
さ
れ
た
国
立
公
文
書
館
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
二
、「
喇
叭
」
三
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
す
る
こ
と
よ
り
、
こ

れ
ま
で
掬
い
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
れ
ら
を
分
析
す
る
過
程
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、「
喇
叭
暗
号
」
と

い
う
珍
し
い
ラ
ッ
パ
の
使
用
法
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
ラ
ッ
パ
信
号
に
よ
る
合

言
葉
な
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
軍
隊
の
ラ
ッ
パ
の
使
用
法
は
、
山
口
常
光
の
『
日
本

ラ
ッ
パ
史
』（
一
九
七
三
）
に
は
出
て
こ
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
西
南
戦
争
で
用
い
ら
れ
た
陸
軍
の
ラ
ッ
パ
信
号
を
概
観
し
、
と
く
に

「
喇
叭
暗
号
」
の
顛
末
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の

ラ
ッ
パ
（
つ
ま
り
西
洋
音
楽
）
受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

分
析
対
象
と
な
る
資
料
に
つ
い
て

　

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
、「
喇
叭
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
す
る
と
、
幕
末
維
新
期
以
降
の
約
八
十
年
間
で
、
五
三
一
二
件

の
資
料
が
ヒ
ッ
ト
を
す
る
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
一
日
現
在
）
四
。
こ
れ
を
、
明
治

　
本
稿
は
、
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
て
、
西
南
戦
争
（
明
治
十
年
）
に
関
係
す
る
陸
軍
の
ラ
ッ
パ
信
号
の
用
い
方
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
同
ア
ー
カ
イ
ブ
を
「
喇
叭
」
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
、
抽
出
さ
れ
た
約
三
二
〇
件
の
デ
ー
タ
は
、
楽
器
と
し
て
の
ラ
ッ
パ
に
つ
い
て
、
ラ
ッ
パ
手
に
つ
い
て
、
ラ
ッ
パ
信
号
に
つ
い

て
の
デ
ー
タ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
ラ
ッ
パ
信
号
を
中
心
に
分
析
を
進
め
る
と
、
数
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
信
号
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
や
、
戦
争
が
終
盤
と
な
っ
た
九
月
に
な
っ

て
か
ら
数
曲
の
マ
ー
チ
を
練
習
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、「
喇
叭
暗
号
」
と
い
う
特
殊
な
用
法
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
ラ
ッ
パ
暗
号
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
ラ
ッ
パ
信
号
を
問
答
形
式
で
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
敵
・
味
方
を
識
別
す
る
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
ラ
ッ

パ
暗
号
が
記
載
さ
れ
た
手
帳
や
文
書
が
敵
の
手
に
渡
り
、
何
度
も
改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
失
態
で
あ
る
。
ラ
ッ
パ
暗
号
の
運
用
に
は
問
題
は
あ
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て
ラ
ッ
パ
手
た
ち
は
数

多
く
の
ラ
ッ
パ
信
号
を
吹
奏
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
ラ
ッ
パ
教
育
が
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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十
年
（
一
八
七
七
）
の
資
料
に
絞
り
込
む
と
九
八
八
件
に
な
る
の
で
、
お
お
よ
そ
五

分
の
一
が
、
こ
の
一
年
間
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
公
開
さ

れ
て
い
る
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
の
全
デ
ー
タ
の
な
か
で
、「
陸
軍
省
大
日
記
」
の

「
西
南
戦
役
」
資
料
群
の
割
合
が
多
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
ら
し
く
、
こ
の
時
期

に
ラ
ッ
パ
が
異
常
に
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
な
の
だ
が
、

「
喇
叭
」
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
資
料
が
九
八
八
件
存
在
す
る
こ
と
は
、
分

析
を
進
め
る
う
え
で
十
分
な
デ
ー
タ
量
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
よ
く
閲
覧
し
て
み
る
と
、
使
え
な
い
資
料
も
多
数
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
各
戦
地
か
ら
送
ら
れ
る
「
戦
闘
報
告

表
」
に
は
、
遺
失
物
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り
、
そ
の
欄
に
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ
れ
た

「
失
喇
叭
」
と
い
う
文
字
も
検
索
機
能
は
自
動
的
に
拾
っ
て
し
ま
う
（
こ
れ
だ
け
で

二
〇
〇
件
く
ら
い
あ
る
）
五
。
同
じ
よ
う
に
「
戦
闘
報
告
書
」
の
死
傷
者
を
報
告
す

る
欄
に
あ
ら
か
じ
め
記
さ
れ
て
い
る
「
喇
叭
卒
」
の
文
字
六
、
あ
る
い
は
、
個
々
の

兵
隊
の
肩
書
「
喇
叭
卒
」「
喇
叭
手
」
と
い
う
文
字
も
ヒ
ッ
ト
す
る
。
他
に
も
、「
喇

叭
」
の
単
語
は
か
ろ
う
じ
て
読
み
と
れ
て
も
、
そ
れ
以
外
は
判
読
不
可
能
で
、
文
章

の
意
味
が
汲
み
取
れ
な
い
よ
う
な
資
料
、
文
章
自
体
は
判
読
で
き
て
も
前
後
の
文
脈

を
欠
い
て
い
る
た
め
理
解
で
き
な
い
資
料
、
海
軍
関
係
の
資
料
、
明
治
十
年
で
あ
っ

て
も
西
南
戦
争
と
は
無
関
係
な
資
料
等
を
省
い
て
ゆ
く
と
、
分
析
の
対
象
と
な
る
資

料
は
約
三
二
〇
件
に
な
る
七
。

　

西
南
戦
争
の
頃
に
は
、
政
府
軍
は
有
線
電
信
も
活
用
し
て
い
た
が
、
情
報
収
集
の

た
め
の
連
絡
・
通
信
手
段
は
、
ま
だ
伝
令
（
徒
歩
伝
令
や
騎
馬
伝
令
）
が
運
ぶ
紙
媒

体
の
達
書
（
書
状
）
が
多
か
っ
た
。
約
三
二
〇
件
の
資
料
の
多
く
は
、
九
州
各
地
の

前
線
で
戦
っ
て
い
た
熊
本
鎮
台
や
各
旅
団
等
の
組
織
内
の
連
絡
、
あ
る
い
は
組
織
間

の
連
絡
等
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
多
く
は
控
え
と
し
て
写
し
残
さ
れ
た
記
録
で
あ
る

と
し
て
も
八
、
詳
細
な
情
報
に
満
ち
た
貴
重
な
一
次
資
料
と
い
っ
て
よ
い
九
。
も
ち

ろ
ん
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
は
、
西
南
戦
争
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
記
録

が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
（
ま
た
、
す
べ
て
の
出
来
事
が
記
録
さ
れ
た

わ
け
で
も
な
い
の
で
）、
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
限
定
的
な

も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
断
っ
て
お
く
。

　

こ
の
約
三
二
〇
件
の
資
料
を
精
査
す
る
と
、（
１
）
楽
器
と
し
て
の
ラ
ッ
パ
に
つ

い
て
の
情
報
、（
２
）
ラ
ッ
パ
手
に
関
す
る
情
報
、（
３
）
ラ
ッ
パ
信
号
、
ラ
ッ
パ
譜

に
つ
い
て
の
情
報
の
三
つ
に
お
お
よ
そ
分
類
で
き
、
本
稿
は
（
３
）
を
中
心
に
分
析

を
進
め
る
が
、
そ
の
前
に
、
当
時
の
状
況
を
お
お
よ
そ
知
る
た
め
に
、（
１)

（
２
）

に
つ
い
て
、
少
し
だ
け
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

西
南
戦
争
に
お
け
る
ラ
ッ
パ
（
楽
器
）
と
ラ
ッ
パ
手
に
つ
い
て

　

す
で
に
筆
者
が
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
国
産
ラ
ッ
パ
は
遅
く
と
も
明
治

四
～
五
年
頃
に
は
製
造
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
一
〇
。
し
た
が
っ
て
、
西
南
戦

争
に
お
い
て
陸
軍
が
用
い
た
ラ
ッ
パ
の
多
く
は
、
主
に
国
産
ラ
ッ
パ
（
陸
軍
な
ら
フ

ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
の
国
産
ラ
ッ
パ
）
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

分
析
対
象
と
し
た
約
三
二
〇
件
の
デ
ー
タ
の
な
か
で
、ラ
ッ
パ（
楽
器
）
に
関
す
る

資
料
は
、
約
六
十
件
で
、
ラ
ッ
パ
が
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
た
か
を
示
す
資
料
が
多
い
。

　

た
と
え
ば
、
五
月
二
十
五
日
、
広
島
鎮
台
参
謀
の
可
児
春
琳
一
一
中
尉
が
、
馬
関

（
下
関)

に
い
る
斎
藤
正
言
一
二
少
佐
に
、「
喇
叭　

拾
管　

総
並
属
具
共
」
を
請
求
す

る
と
一
三
、
斎
藤
少
佐
は
五
月
二
十
九
日
に
、
滋
野
清
彦
一
四
中
佐
、
渡
辺
央
一
五
中
佐

に
宛
て
て
、
電
報
で
「
ラ
ツ
パ
ヂ
ツ
カ
ン
（
…
）
ソ
ウ
ソ
ウ
ヲ
ン
ヲ
ク
リ
ア
リ
タ
シ

〔
喇
叭
十
管
（
…
）
早
々
御
送
リ
ア
リ
タ
シ
〕」
と
、
ラ
ッ
パ
十
管
を
要
求
し
て
い

る
一
六
。
そ
の
二
日
後
、

神
送
第
十
四
号 

　

送
達
証 

品
目 	

員
数　
　

 

個
数

歩
兵
喇
叭	

拾
管

同
総 	

拾
条 

同
握
巻 	

拾
枚

同
掛
巾 	

拾
枚

備
考　

運
輸
船　

通
洲
丸

　
　
　

出
港　

五
月
三
十
一
日
午
前 

　

前
書
之
通
致
送
達
候
也 

壱
箱

西南戦争で陸軍が用いたラッパ信号と「喇叭暗号」を巡る混乱
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明
治
十
年
五
月
三
十
一
日	

神
戸
出
張 

十
六
等
出
仕 

緒
方
康

　
　
　

馬
関
砲
廠 

斎
藤
陸
軍
少
佐
殿
一
七

　

つ
ま
り
、
神
戸
か
ら
船
便
で
歩
兵
ラ
ッ
パ
十
管
と
、
そ
の
付
属
品
（
総
・
握

巻
・
掛
巾
）
が
斎
藤
少
佐
に
届
け
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
大
阪
（
こ
の
時
期
に
、
滋

野
・
渡
辺
は
大
阪
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
の
砲
兵
支
廠
に
は
、
砲
兵
本
廠
（
東

京
）
で
製
造
さ
れ
た
ラ
ッ
パ
が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
て
、
神
戸
～
下
関
を
経
由
し
て
、

可
児
の
配
下
に
あ
る
広
島
鎮
台
の
ど
こ
か
の
部
隊
に
届
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

こ
れ
に
類
し
た
資
料
に
目
を
通
し
て
ゆ
く
と
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
ラ
ッ
パ
が
必
要

に
な
っ
た
の
は
、
戦
闘
に
よ
っ
て
ラ
ッ
パ
が
故
障
・
紛
失
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
西

南
戦
争
の
最
中
に
新
た
に
編
成
さ
れ
た
部
隊
が
必
要
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
次
の
引
用
で
は
、
六
月
に
な
っ
て
か
ら
七
十
管
も
の
ラ
ッ
パ
を
要
求

し
て
い
る
。

喇
叭
外
三
点
御
渡
之
義
ニ
付
伺

一 

歩
兵
喇
叭		

七
拾
管

一 

同
総		



七
拾
条

一 

同
握
巻		



百
弐
拾
個

一 

同
拭
巾		


百
弐
拾
個

右
ハ
当
団
諸
隊
用
御
渡
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

　
　

十
年
六
月
二
十
四
日　

新
撰
旅
団 

少
将
東
伏
見
嘉
彰

　
　
　

陸
軍
卿
代
理 

少
将
井
田
譲
一
八
殿

伺
之
通 

六
月
廿
五
日
一
九

　

東
伏
見
嘉
彰
少
将
が
司
令
長
官
を
つ
と
め
た
新
撰
旅
団
は
、
陸
軍
の
戦
力
不
足
を

補
う
た
め
に
、
政
府
の
召
募
に
応
じ
た
巡
査
（
旧
藩
の
士
族
が
多
か
っ
た
）
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
徴
兵
に
基
づ
い
た
常
備
兵
で
は
な
い
た
め
、
ラ
ッ
パ
が

配
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
ラ
ッ
パ
は
有
っ
て
も
無
く
て

も
差
し
障
り
の
な
い
お
飾
り
の
道
具
で
は
な
く
、
必
需
品
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
う
か
が
え
る
。
先
の
広
島
鎮
台
参
謀
の
可
児
春
琳
が
要
求
し
た
十
管
に
つ
い
て
も
、

広
島
鎮
台
の
既
存
の
部
隊
に
対
し
て
で
は
な
く
、
新
た
に
召
募
さ
れ
た
部
隊
の
た
め

に
調
達
さ
れ
た
ラ
ッ
パ
か
も
し
れ
な
い
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
明
治
十
年
四
月
に
な
っ
て
召
募
さ
れ
た
旧
藩
兵
に
よ
っ
て
遊
撃

歩
兵
第
五
大
隊
が
編
成
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
資
料
の
中
に
、
や
は
り
ラ
ッ
パ
が
登

場
す
る
。

普
式
喇
叭
之
義
過
般
□
御
照
会
置
候
通
和
歌
山
県
下
ニ
於
テ
製
造
為
致
直
ニ
遊

撃
歩
兵
第
五
大
隊
ヨ
リ
相
渡
候
二
〇

　

遊
撃
歩
兵
第
五
大
隊
に
続
い
て
、
同
じ
旧
和
歌
山
藩
兵
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
遊

撃
歩
兵
第
六
大
隊
に
つ
い
て
も
ラ
ッ
パ
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。

遊
撃
歩
兵
第
六
大
隊
用
喇
叭
御
渡
相
成
度
件

一　

普
魯
西
式
喇
叭		



拾
六
挺 

　
　

 

但
総
共

右
遊
撃
歩
兵
第
六
大
隊
用
之
□
前
出
之
品
御
渡
相
成
度
此
段
相
伺
候
也 

　

明
治
十
年
七
月
二
日		



陸
軍
少
佐
中
川
審
六
郎
二
一

　
　

陸
軍
中
将
西
郷
従
道
殿
二
二

　

右
の
引
用
文
中
の
ラ
ッ
パ
が
「
普
式
」「
普
魯
西
式
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。

　

明
治
二
年
、
和
歌
山
藩
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
軍
人
カ
ー
ル
・
ケ
ッ
ペ
ン
を
雇
用
し
、

プ
ロ
イ
セ
ン
式
の
兵
制
に
基
づ
い
た
陸
軍
を
創
設
し
て
い
た
の
だ
が
、
ケ
ッ
ペ
ン
の

指
導
の
下
で
ラ
ッ
パ
も
製
造
し
て
い
た
二
三
。
だ
が
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
こ
の
軍

隊
は
解
隊
し
た
。

　

明
治
十
年
四
月
、
陸
軍
大
阪
参
謀
部
で
後
方
支
援
を
し
て
い
た
鳥
尾
小
弥
太
二
四
は
、

和
歌
山
に
出
張
参
謀
部
を
置
き
、
旧
藩
兵
を
召
募
さ
せ
た
。
五
月
に
は
壮
兵
八
〇
七

人
に
よ
っ
て
遊
撃
歩
兵
第
五
大
隊
を
、
六
月
の
第
二
回
壮
兵
募
集
で
は
壮
兵
八
五
八

人
に
よ
っ
て
遊
撃
歩
兵
第
六
大
隊
を
編
成
し
た
二
五
。
鳥
尾
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
式
で

訓
練
を
し
て
い
た
旧
藩
の
兵
士
た
ち
な
ら
、
西
南
戦
争
に
も
役
立
つ
と
考
え
た
の
だ

The confusion caused by "bugle sign"
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ろ
う
。
そ
こ
で
、
和
歌
山
で
製
造
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ラ
ッ
パ
も
再
登
場
す
る
こ

と
に
な
っ
た
ら
し
い
二
六
。
遊
撃
歩
兵
第
六
大
隊
八
五
八
人
に
対
し
、
ラ
ッ
パ
十
六

管
は
、
単
純
計
算
す
る
と
、
五
十
三
人
に
つ
き
ラ
ッ
パ
一
管
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

相
当
数
の
ラ
ッ
パ
が
戦
地
に
送
ら
れ
た
こ
と
は
、
砲
兵
本
廠
か
ら
支
廠
に
「
砲
兵

喇
叭 

三
百　

歩
兵
喇
叭 

五
百
」
を
送
る
依
頼
（
五
月
十
六
日
）
二
七
や
、「
第
二
次

新
選
旅
団
」
編
成
の
た
め
に
警
視
局
か
ら
陸
軍
省
へ
「
小
銃
六
千
五
百
挺
〔
、〕
喇

叭
二
百
管
」
を
要
求
す
る
文
書
（
七
月
二
十
三
日
）
二
八
等
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
在
庫
が
少
な
く
な
り
、
八
月
末
に
は
「
至
急
製
作
」
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
次
の
資
料
に
は
、
ラ
ッ
パ
の
製
造
費
と
製
造
数
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
　

喇
叭
製
作
之
義
ニ
付
伺 

一　

金
五
千
五
百
九
拾
五
円
六
拾
七
銭
八
厘

　
　

但 

歩
兵
喇
叭
千
九
百
四
拾
七
管
製
作
費

一　

金
九
百
二
拾
七
円
四
拾
八
銭

　
　

但 

砲
兵
喇
叭
二
百
六
拾
二
管
製
作
費

右
者
砲
兵
本
廠
貯
蔵
之
分
追
々
減
少
ニ
付
別
書
之
通
至
急
製
作
為
致
度
御
達
案

相
副
此
段
相
伺
候
也

　

明
治
十
年
八
月
廿
七
日　

第
三
局
長
代
理 
陸
軍
少
佐
永
持
明
徳
二
九

　
　

陸
軍
卿
代
理 

陸
軍
少
将
井
田
譲
殿

伺
之
通 

八
月
廿
九
日
三
〇

　

砲
兵
ラ
ッ
パ
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
歩
兵
ラ
ッ
パ
と
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
費
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製

造
数
で
割
る
と
、
歩
兵
ラ
ッ
パ
は
お
よ
そ
二
円
八
十
銭
、
砲
兵
ラ
ッ
パ
は
お
よ
そ
三

円
五
十
銭
で
、
砲
兵
ラ
ッ
パ
の
ほ
う
が
や
や
高
い
。

　

ラ
ッ
パ
手
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
断
片
的
な
情
報
が
多
く
、
前
後
の
文
脈
が
欠
け

て
い
る
と
理
解
が
難
し
い
資
料
が
多
い
。
ま
た
、
戦
死
し
た
ラ
ッ
パ
手
、
罪
に
問
わ

れ
る
ラ
ッ
パ
手
の
資
料
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
こ
に
ラ
ッ
パ
自
体
に
つ

い
て
の
情
報
は
と
く
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
西
南
戦
争
に
出
征
し
た
ラ
ッ
パ
手
、
近

藤
與
久
治
三
一
、
佐
藤
六
之
助
三
二
（
二
人
と
も
東
京
鎮
台
歩
兵
第
三
連
隊
第
三
大
隊

第
一
中
隊
の
一
等
喇
叭
卒
）
の
戦
歴
を
示
す
資
料
か
ら
は
、
か
れ
ら
が
各
地
を
転
戦

し
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
か
れ
ら
は
八
ヶ
月
の
あ
い
だ
に
四
十
一
回
の
戦

闘
を
経
験
し
た
）
が
、
や
は
り
ラ
ッ
パ
自
体
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

西
南
戦
争
に
お
け
る
ラ
ッ
パ
信
号

　

分
析
の
対
象
と
す
る
資
料
の
う
ち
、
ラ
ッ
パ
信
号
が
記
さ
れ
た
資
料
は
約
二
四
〇

件
で
、
七
割
を
占
め
る
。
当
時
の
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
譜
を
用
い
た
の
で
、

資
料
中
に
「
進
撃
ノ
号
音
」
と
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
信
号 LA

 
C

H
A

R
G

E 

の
メ
ロ
デ
ィ
（
譜
例
１
）
が
鳴
っ
た
と
考
え
て

よ
い
。

　

し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
曲
で
あ
る
か
を
推
測

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
預
メ
約
定
ス
ル

処
ノ
喇
叭
ヲ
吹
奏
ス
」
三
三
と
記
さ
れ
て
い
る
と
、
ラ
ッ
パ

が
鳴
っ
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
曲
名
を
特
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
だ
、「
喇
叭
ノ
吹
号
ニ
応
シ
一
斎
ニ
突
入
」
三
四

と
い
う
文
な
ら
ば
、
ラ
ッ
パ
が
鳴
っ
た
後
の
「
突
入
」
の

動
作
か
ら
、LA

 C
H

A
R

G
E 

が
鳴
っ
た
と
推
測
で
き
る
こ

と
も
あ
る
。
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
、
戦
争
の
記
録
な
の
で
、

こ
の
「
進
撃
ノ
号
音
」、
あ
る
い
は
類
似
し
た
表
現
「
進
軍

喇
叭
」「
前
進
ノ
号
音
」
等
の
ラ
ッ
パ
信
号
が
頻
出
す
る
。

　

他
に
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
曲
名
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

「
退
却
ノ
合
図
ヲ
吹
キ
退
キ
来
リ
」
三
五

「
運
動
ノ
譜
ヲ
吹
奏
セ
シ
ム
」
三
六

「
休
メ
ノ
喇
叭
吹
奏
」
三
七	

「
止
マ
レ
」
三
八	

「
打
方
止
メ
」
三
九

（譜例１）Lagard, Adrien, Méthode de clairon d’ordonnance, 1869

西南戦争で陸軍が用いたラッパ信号と「喇叭暗号」を巡る混乱
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「
気
ヲ
付
テ
之
喇
叭
ニ
テ
」
四
〇

「
臥
声
（
ネ
ロ
―
）」
四
一	

「
立
声
（
ヲ
キ
ロ
ー
）」
四
二	

「
右
向
ケ
」
四
三	

「
左
向
ケ
」
四
四	

「
剣
付
ケ
」
四
五	

「
散
兵
ノ
内
半
隊
集
レ
」
四
六

「
曹
長
呼
ビ
ノ
喇
叭
」
四
七	

　

日
本
語
で
は
な
く
、
カ
タ
カ
ナ
で
フ
ラ
ン
ス
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

「「
ゼ
子
ラ
ー
ル
」
之
譜
吹
奏
」
四
八

「
ラ
ツ
ペ
ル
譜
」
四
九

「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
譜
」
五
〇

「
ヲ
ー
フ
ラ
ン
」
五
一

　
「
ゼ
子
ラ
ー
ル
」〔LA

 G
ÉN

ÉR
A

LE
〕
は
非
常
時
の
合
図
と
し
て
、「
ラ
ツ
ペ
ル
」

〔LE R
A

P
P

EL

〕
は
「
集
合
」、「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
」〔G

A
R

D
E-À

-V
O

U
S

〕
は

「
気
を
付
け
」、「
ヲ
ー
フ
ラ
ン
」〔R

EFR
A

IN
〕
は
各
連
隊
や
大
隊
に
与
え
ら
れ

た
個
別
の
「
隊
号
」（
個
々
の
隊
を
示
す
信
号
。
第
一
連
隊
の
「
ヲ
ー
フ
ラ
ン
」、
第

一
大
隊
の
「
ヲ
ー
フ
ラ
ン
」
等
）
と
し
て
用
い
ら
れ
た
五
二
。

　

陸
軍
ラ
ッ
パ
の
「
フ
ラ
ン
ス
時
代
」（
明
治
四
～
十
八
年
）
に
使
わ
れ
て
い
た

ラ
ッ
パ
譜
は
、
野
口
吉
右
衛
門
五
三
と
い
う
ラ
ッ
パ
手
が
所
持
し
て
い
た
ラ
ッ
パ
譜

（
明
治
九
年
頃
に
作
成
か
。
宮
代
町
郷
土
資
料
館
）
と
、
陸
軍
教
導
団
で
ラ
ッ
パ
を

学
ん
だ
政
狩
金
助
五
四
の
ラ
ッ
パ
譜
（
明
治
十
七
年
に
作
成
か
。
靖
国
神
社
偕
行
文

庫
所
蔵
）
等
が
現
存
す
る
が
、
先
に
列
挙
し
た
ラ
ッ
パ
信
号
は
、
た
い
て
い
こ
の
二

冊
の
ラ
ッ
パ
譜
に
含
ま
れ
て
お
り
、
且
つ
フ
ラ
ン
ス
で
使
わ
れ
て
い
た
ラ
ッ
パ
譜
の

メ
ロ
デ
ィ
と
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
（LA

 G
ÉN

ÉR
A

LE

（
譜
例
２
）
と
「
ヒ

ヂ
ヨ
（
非
常
）」（
譜
例
３
））。

　

こ
れ
ら
の
ラ
ッ
パ
信
号
が
記
さ
れ
て
い
る
文
書
は
、
戦
況
の
報
告
文
で
あ
っ
た
り
、

実
際
的
な
指
令
や
規
定
で
あ
っ
た
り
、
文
脈
は
様
々
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
ラ
ッ
パ

信
号
が
鳴
っ
た
事
実
を
記
録
し
た
か
五
五
、
こ
れ
か
ら
そ
の
ラ
ッ
パ
信
号
が
吹
奏
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
記
し
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
文
書
に
、
あ
る

ラ
ッ
パ
信
号
の
タ
イ
ト
ル
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
従
軍
し
て
い
た

ラ
ッ
パ
手
た
ち
が
、
そ
れ
を
演
奏
す
る
能
力
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
五
六
（
も
ち
ろ
ん
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
期
待
を

裏
切
っ
て
、
演
奏
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
）。

　

ま
た
、
幕
末
維
新
期
の
記
録
に
も
散
見
さ
れ
る
「
ラ
ツ
ペ
ル
」
の
よ
う
な
定
番
曲

だ
け
で
な
く
、「
臥
声
」「
右
向
ケ
」「
剣
付
ケ
」
の
よ
う
な
信
号
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
や
、
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
、
残
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
も
存
在
す
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
ラ
ッ
パ
手
た
ち
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
り
も
多
く
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
（
少
な
く
と
も
、「
打
方
止
メ
」
や
「
剣
付
ケ
」

を
知
っ
て
い
る
な
ら
、「
打
方
始
メ
」
と
「
剣
取
レ
」
も
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
お
か

し
い
）。

（ 譜 例 ２）Règlement du 12 juin 
1875 sur les manœuvres de  
l’infanterie, 1877.

（譜例３）野口吉右衛門のラッパ譜（ca.1876）に収
録されている「ヒヂヨ（非常）」（宮代町郷土資料館

「野口信夫家文書No.24 楽譜綴り」）
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こ
れ
ら
は
す
べ
て
比
較
的
短
く
単
純
な
信
号
音
で
あ
る
が
、
西
南
戦
争
の
最
終
局

面
の
九
月
十
九
日
に
な
っ
て
、
行
進
曲
（
マ
ル
ス
）
や
セ
レ
モ
ニ
ー
の
た
め
の
練
習

を
通
知
す
る
資
料
も
あ
る
。

団
長
ヨ
リ
許
可
ヲ
受
ケ
当
方
面
受
持
戦
闘
線
内
ニ
於
テ
昼
間
左
之
喇
叭
ノ
譜
音

演
習
為
致
候
間
御
承
知
通
此
旨
御
通
知
ニ
及
置
候
也

　

九
月
十
九
日�

高
島
五
七
少
佐　
　
　
　
　

　
　

中
村
五
八
中
佐
殿　

山
内
五
九
少
佐
殿　

山
川
六
〇
中
佐
殿

　
　

譜
号 

　

楽　

マ
ル
ス

　

坂　

マ
ル
ス

　

軍
隊
行
軍
ノ
礼

　

礼
式
ノ
譜

　

マ
ル
ス
六
一

　

最
初
の
「
楽　

マ
ル
ス
」
と
最
後
の
「
マ
ル
ス
」
が
、
ど
の
よ
う
な
行
進
曲
な
の

か
は
不
明
だ
が
、「
坂　

マ
ル
ス
」
は
、
政
狩
金
助
の
ラ
ッ
パ
譜
に
あ
る
「
坂
（
マ

ル
ス
）」、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
譜
で
は LE P

A
S

 D
E C

H
A

R
G

E

（
譜
例
４
）
と

思
わ
れ
る
六
二
。
八
分
の
六
拍
子
で
ア
レ
グ
ロ
（
♩
＝
１
５
０
）。
楽
譜
の
指
示
ど
お

り
に
繰
り
返
せ
ば
（
ダ
・
カ
ー
ポ
す
れ
ば
）
二
十
四
小
節
。
ラ
ッ
パ
譜
と
し
て
は
比

較
的
長
い
楽
曲
で
あ
る
。

　
「
軍
隊
行
軍
ノ
礼
」
が
、
政
狩
の
ラ
ッ
パ
譜
に
あ
る
「
軍
隊
ニ
応
ス
ル
礼
式
」
で

あ
る
な
ら
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
譜
の A

U
X

 C
H

A
M

P
S

 EN
 

M
A

R
C

H
A

N
T

（
譜
例
５
）
六
三

に
な
る
。
四
分
の
二
拍
子
で
、
繰
り
返
す
と

二
十
四
小
節
。「
礼
式
」
の
名
に
相
応
し
い
華
や
か
な
曲
で
あ
る
。

　
「
礼
式
」
は
、
間
違
い
な
く
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
譜
のA

U
X

 C
H

A
M

P
S

（
譜
例

６
）
だ
ろ
う
。

　

三
つ
の
行
進
曲
と
二
つ
の
礼
式
曲
を
練
習
し
た
の
は
、
別
働
第
二
旅
団
の
ラ
ッ
パ

隊
の
よ
う
だ
が
、
お
そ
ら
く
城
山
の
戦
い
（
二
十
四
日
）
に
よ
っ
て
西
南
戦
争
は
終

結
し
、
そ
の
後
、
凱
旋
を
す
る
際
に
、
儀
式
や
パ
レ
ー
ド
で
吹
く
こ
と
を
見
越
し
て

練
習
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
ラ
ッ
パ
譜
に
つ
い
て
具
体
的
な
記
載
が
あ
る
資
料
を
よ
く

調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
過
半
数
（
約
一
四
〇
件
）
は
、
ラ
ッ
パ
信
号
を
「
喇
叭
暗

号
」
と
し
て
用
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

（譜例４）Règlement du 12 juin 1875 
sur les manœuvres de l’infanterie, 
1877.

（譜例５）Règlement du 12 juin 
1875 sur les manœuvres de  
l’infanterie, 1877.

西南戦争で陸軍が用いたラッパ信号と「喇叭暗号」を巡る混乱
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ラ
ッ
パ
暗
号

　

ラ
ッ
パ
暗
号
と
は
聞
き
な
れ
な
い
用
語
で
あ
る
。
簡
単
に
説
明
を
す
る
と
、
あ
ら

か
じ
め
「
問
」（
問
号
）
と
「
答
」（
答
号
）
の
メ
ロ
デ
ィ
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
て
お
き
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
に
よ
っ
て
そ
の
問
答
を
交
わ
し
、
戦
場
に
お
い
て
敵
・
味
方
を
識
別
す

る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
「
山
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
川
」
と
答
え

る
合
言
葉
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
。
西
南
戦
争
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
に
ラ
ッ
パ
が

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
音
楽
史
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ

た
こ
と
は
な
く
、
西
南
戦
争
の
暗
号
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
『
西
南
の
役
と
暗

号
』、
あ
る
い
は
『
新
編
西
南
戦
史
』
が
わ
ず
か
に
言
及
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
六
四
。

　

次
の
資
料
に
は
、
ラ
ッ
パ
暗
号
の
具
体
的
な
用
法
が
わ
か
り
や
す
く
描
写
さ
れ
て

い
る
。
八
月
六
日
の
午
後
四
時
、
第
二
旅
団
の
あ
る
隊
が
羽
坂
村
（
現
在
の
宮
崎
県

日
向
市
）
近
く
の
権
現
山
と
い
う
場
所
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
、
正
体
不
明
の
部
隊
と

遭
遇
し
た
。

午
後
第
四
時
ハ
サ
カ
村
後
口
権
現
山
ニ
着
ス
然
ル
ニ
ハ
サ
カ
両
岸
ニ
兵
三
中
隊

程
魚
登
リ
川
ニ
沿
フ
テ
来
ル
ヲ
見
ル
我
斥
候
彼
我
ヲ
識
別
ス
ル
為
メ
喇
叭
ノ
暗

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

号
ヲ
為
ス

4

4

4

4

川
ニ
沿
フ
ノ
兵
答
フ
ニ
成
規
ノ
吹
奏
ヲ
以
テ
ス

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

故
ニ
直
ニ
ハ
サ
カ
村

ニ
下
リ
彼
ノ
兵
即
チ
別
働
第
二
旅
団
ト
互
ニ
連
絡
ヲ
ナ
シ
今
夜
此
処
ヲ
守
備 

候
六
五
〔
傍
点
、
引
用
者
〕

　

遠
方
に
い
る
「
兵
三
中
隊
」
の
存
在
を
目
視
で
確
認
し
、「
彼
我
ヲ
識
別
」
す
る

た
め
に
「
喇
叭
ノ
暗
号
」（
問
号
）
を
吹
い
た
と
こ
ろ
、
相
手
か
ら
「
成
規
ノ
吹
奏
」

（
答
号
）
が
返
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
味
方
（
別
働
第
二
旅
団
の
部
隊
）
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
と
い
う
。
わ
ざ
わ
ざ
ラ
ッ
パ
を
用
い
る
ま
で
も
な
く
、
従
来
の
人
の

声
に
よ
る
合
言
葉
で
も
十
分
代
用
で
き
そ
う
な
も
の
だ
が
、
人
声
と
ラ
ッ
パ
で
は
、

音
の
飛
距
離
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
当
然
ラ
ッ
パ
の
ほ
う
が
は
る
か
遠
方
に
届
く
。

西
南
戦
争
で
は
、
両
軍
と
も
昔
に
比
べ
れ
ば
射
程
距
離
の
長
い
ラ
イ
フ
ル
を
携
行
し

て
い
た
た
め
、
人
の
声
が
聞
こ
え
る
距
離
ま
で
近
づ
い
て
し
ま
う
の
は
、
リ
ス
ク
が

大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ラ
ッ
パ
で
あ
れ
ば
、
相
互
に
安
全
な
距
離
を
保
っ

た
ま
ま
、「
彼
我
ヲ
識
別
」
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
、
重
宝
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
ラ
ッ
パ
暗
号
は
近
代
戦
の
要
求
に
応
じ
て
編
み
出
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
資
料
を
さ
ら
に
分
析
し
て
み
る
と
、
政
府
陸
軍
は
こ
の
ラ
ッ
パ

暗
号
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
戦
い
を
有
利
に
進
め
て
い
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し

ろ
そ
の
運
用
を
巡
っ
て
右
往
左
往
し
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

五
月
三
十
一
日
、
村
田
大
尉
の
手
帳

　

五
月
三
十
一
日
、
豊
後
路
方
面
（
現
在
の
大
分
県
豊
後
大
野
市
三
重
町
）
で
、
熊

本
鎮
台
の
村
田
成
礼
六
六
大
尉
が
戦
死
し
、
そ
の
際
、
村
田
が
携
帯
し
て
い
た
手
帳

が
薩
軍
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
単
な
る
手
帳
で
は
な
く
、「
記
号
〔
旗
号
、

旗
に
よ
る
敵
・
味
方
の
識
別
〕
並
ニ
喇
叭
暗
号
」
が
記
さ
れ
た
手
帳
だ
っ
た
の
で
、

困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
六
七
。
機
密
事
項
で
あ
る
暗
号
が
敵
に
知
ら
れ
て
し
ま
っ
て

は
、
元
も
子
も
な
い
。
こ
の
一
件
は
、
た
だ
ち
に
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
政
府
軍

の
全
体
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
堀
江
芳
介
六
八
中
佐
が
政
府
軍

の
中
枢
で
あ
る
軍
団
参
謀
に
報
告
し
た
の
が
六
月
八
日
で
、
一
週
間
以
上
経
過
し
て

い
た
。
暗
号
が
バ
レ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
か
ら
、
村
田
大
尉
の
手
帳
が
奪
わ
れ

た
こ
と
を
知
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（譜例６）Règlement du 12 juin 
1875 sur les manœuvres de l’in-
fanterie, 1877.

The confusion caused by "bugle sign"
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軍
団
本
営
（
総
督
本
営
）
の
参
謀
は
、
報
告
を
受
け
と
っ
た
そ
の
日
の
う
ち
に
、

全
軍
に
通
知
を
し
た
よ
う
だ
。
軍
団
本
営
か
ら
第
三
旅
団
の
三
浦
梧
楼
六
九
少
将

（
当
時
、
人
吉
の
近
郊
に
滞
在
）
に
宛
て
た
電
報
が
残
っ
て
い
る
。

コ
レ
マ
デ
ア
イ
モ
チ
イ
キ
タ
リ
ソ
ロ
。
キ
ゴ
ウ
ナ
ラ
ビ
ニ
ラ
ツ
パ
ア
ン
ゴ
ウ
ブ

ン
ゴ
ジ
ニ
ヲ
イ
テ
ゾ
ク
ニ
ウ
バ
ワ
レ
ソ
ロ
ダ
ン
ト
ド
ケ
イ
デ
ソ
ロ
ア
イ
ダ
ト
リ

ア
ヘ
ズ
ツ
ウ
チ
ニ
ヲ
ヨ
ブ
カ
ワ
ジ
シ
ヨ
ウ
セ
ウ
ヘ
ハ
ソ
ノ
チ
ヨ
リ
シ
キ
ウ
ツ
ウ

チ
ア
ル
ベ
シ
七
〇
〔
是
迄
相
用
来
リ
候
記
号
並
ニ
喇
叭
暗
号
豊
後
路
ニ
於
テ
賊

ニ
奪
ハ
レ
候
段
届
ケ
出
候
間
不
取
敢
通
知
ニ
及
フ
川
路
少
将
ヘ
ハ
其
地
ヨ
リ
至

急
通
知
ア
ル
ヘ
シ
〕
七
一

　

こ
の
時
、
第
三
旅
団
（
人
吉
方
面
）
の
近
く
に
は
別
働
第
二
旅
団
が
お
り
、
同
様

の
通
知
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
手
帳
が
奪
わ
れ
た
こ
と
が
「
ト
リ
ア
ヘ

ズ
ツ
ウ
チ
」
さ
れ
た
だ
け
な
の
で
、
改
正
さ
れ
た
新
し
い
旗
号
・
ラ
ッ
パ
暗
号
に
つ

い
て
の
指
示
が
く
る
ま
で
の
間
七
二
、
人
吉
方
面
だ
け
で
対
応
策
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

　

二
日
後
、
別
働
第
二
旅
団
の
司
令
長
官
、
山
田
顕
義
七
三
少
将
は
、
同
旅
団
の
高

嶋
信
茂
に
宛
て
て
次
の
よ
う
な
仮
決
定
を
指
示
し
た
。

相
図
旗
及
喇
叭
問
答
本
日
ヨ
リ
当
旅
団
限
リ
仮
ニ
左
之
通
相
定
施
行
候
条
此
旨

相
達
候
事

　

明
治
十
年
六
月
十
日			




山
田
少
将 

　
　

高
嶋
少
佐
殿 

　
　

相
図
旗　

　

問 

正
面
ニ
テ
縦
ニ
振　

答 

頭
上
ニ
立
ツ 

　
　

喇
叭 

　

問 

散
兵
ノ
内
半
分
隊
集
レ　

答 

同
伏
セ
七
四

　

こ
の
山
田
少
将
の
「
当
〔
別
働
第
二
〕
旅
団
限
リ
」
の
仮
決
定
は
、
た
だ
ち
に
、

高
嶋
か
ら
同
旅
団
の
三
好
成
行
七
五
少
佐
ら
に
も
通
知
さ
れ
、
同
時
に
連
携
し
て
い

る
第
三
旅
団
（
参
謀
の
牧
野
毅
七
六
少
佐
と
川
村
景
明
七
七
少
佐
）
に
も
伝
え
ら
れ 

た
七
八
。
当
然
、
こ
の
方
面
で
の
味
方
同
士
の
誤
射
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
こ
の
山

田
少
将
の
素
早
い
対
応
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
別
働
第
二
旅
団
と
第
三
旅
団
で
は
、

ラ
ッ
パ
暗
号
を
一
時
的
に
「
散
兵
ノ
内
半
分
隊
集
レ
」
と
「
同
伏
セ
」
七
九
に
変
更

す
る
こ
と
で
当
座
を
し
の
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

六
月
十
二
日
、
小
郷
中
尉
の
手
帳

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
日
後
の
六
月
十
二
日
、
今
度
は
、
別
働
第
二
旅
団
で
手
帳
を

紛
失
す
る
事
件
が
お
き
た
。

昨
日
耳
取
山
哨
兵
線
ニ
多
人
数
襲
来
シ
我
兵
能
ク
防
禦
セ
シ
モ
弾
薬
尽
キ
不
得

止
夜
ニ
入
リ
其
地
ヲ
引
揚
旧
哨
線
ニ
テ
防
禦
セ
リ
〔
。〕
其
時
喇
叭
旗
相
詞
ノ

4

4

4

4

4

4

暗
号
ヲ
記
シ
タ
ル
手
帳
ヲ
失
フ
タ
リ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

依
テ
当
方
面
限
仮
リ
之
暗
号
ヲ
定
メ
タ
ル

ニ
付
此
旨
報
告
ス
八
〇
〔
傍
点
、
引
用
者
〕

　

手
帳
を
紛
失
し
た
の
は
小
郷
武
八
一
中
尉
で
八
二
、
翌
十
三
日
に
中
村
重
遠
（
別
働

第
二
旅
団
参
謀
長
）
か
ら
山
田
顕
義
少
将
（
別
働
第
二
旅
団
司
令
長
官
）
に
こ
の
件

が
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
山
田
少
将
は
、
参
軍
（
政
府
軍
の
実
質
的
な
ト
ッ
プ
）
の

山
縣
有
朋
に
、
改
め
て
「
当
方
面
限
リ
ノ
」
暗
号
を
定
め
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

た
だ
、
山
縣
へ
の
文
書
に
は
、
ど
の
ラ
ッ
パ
譜
を
暗
号
と
す
る
の
か
は
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
同
日
に
第
三
旅
団
の
三
浦
少
将
か
ら
山
田
少
将
へ
の
通
知
に
、

旗
并
ニ
喇
叭
号
当
分
之
内
当
団
限
リ
左
之
通
相
定
候
間
此
段
申
進
候
也 

問
喇
叭			




答

第
三
大
隊
オ
ロ
フ
ラ
ー
ム　

	

第
一
大
隊
オ
ロ
フ
ラ
ー
ム

問
旗 			




答

大
キ
ク
丸
ク
廻
ス　

 		


一
文
字
横
ニ
曵
ク 

　

六
月
十
三
日			




三
浦
少
将 
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山
田
少
将
殿
八
三

　

と
、
ラ
ッ
パ
暗
号
と
し
て
問
「
第
三
大
隊
オ
ロ
フ
ラ
ー
ム
」、
答
「
第
一
大
隊
オ

ロ
フ
ラ
ー
ム
」
を
使
う
こ
と
を
連
絡
し
て
い
る
（「
オ
ロ
フ
ラ
ー
ム
」
は
、「
ヲ
ー
フ

ラ
ン
」（R

EFR
A

IN

）
と
同
じ
）。

　

政
府
軍
は
、
複
数
の
ラ
ッ
パ
暗
号
が
混
在
す
る
事
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
豊
後

路
方
面
と
人
吉
方
面
は
、
距
離
が
離
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
や
は
り
全
軍
で
統
一
す

べ
き
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
六
月
十
七
日
に
な
っ
て
、
山
縣
有
朋
、
山
田
顕
義
、

三
浦
梧
楼
、
三
好
重
臣
八
四
、
川
路
利
良
八
五
が
八
代
に
集
ま
っ
た
際
の
会
議
で
、
新

し
い
ラ
ッ
パ
暗
号
が
定
め
ら
れ
、
同
日
、
次
の
通
知
が
総
督
本
営
か
ら
各
方
面
に
出

さ
れ
た
。

喇
叭
暗
号
記
号
共
別
紙
之
通
更
ニ
相
定
候
条
此
旨
相
達
候
事

　

六
月
十
七
日			




総
督
本
営 

　
　

第
三
旅
団

　

（
…
）

　

喇
叭
暗
号 

問 

第
一
連
隊		

答 

第
二
連
隊 

右
旗
ハ
各
旅
団
ニ
於
テ
調
製
可
致
尚
ホ
記
号
暗
号
共
来
ル
二
十
六
日
ヨ
リ
施
行

之
事
八
六

　

右
に
引
用
し
た
の
は
第
三
旅
団
へ
の
通
知
だ
が
、
第
二
旅
団
、
第
四
旅
団
、
別
働

第
二
旅
団
、
別
働
第
三
旅
団
に
も
同
様
の
文
書
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ッ
パ
暗
号

（
問
答
）
の
「
問 

第
一
連
隊　

答 

第
二
連
隊
」
と
は
、「
第
一
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ

ン
」「
第
二
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
全
軍
共
通
の
ラ
ッ
パ

暗
号
と
し
て
、
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
第
一
連
隊
」「
第
二
連
隊
」
に
対
し
て
ク
レ
ー
ム
が
相
次
い

だ
。

　

第
四
旅
団
の
司
令
長
官
、
曾
我
祐
準
八
七
少
将
は
、

第
一
連
隊
第
二
連
隊
ノ
譜
号
ハ
当
旅
団
喇
叭
手
ニ
於
テ
ハ
未
熟
ニ
シ
テ
□
□
難

吹
分
候
間
今
一
度
之
御
詮
義
ヲ
以
簡
昜
之
譜
ニ
御
交
換
候
八
八

　

つ
ま
り
、
ラ
ッ
パ
手
に
は
難
し
く
て
吹
け
な
い
の
で
、
も
う
少
し
易
し
い
ラ
ッ
パ

譜
に
か
え
て
く
れ
と
要
求
し
た
。
第
二
旅
団
参
謀
長
の
野
津
道
貫
八
九
は
、

喇
叭
暗
号
之
義
ハ
連
隊
譜
ノ
如
キ
新
古
之
区
別
も
有
之
喇
叭
卒
中
不
熟
之
者
も

有
之
況
や
一
般
軍
人
に
於
テ
ハ
往
々
不
心
得
之
者
可
有
之
九
〇

　

と
言
い
、
さ
ら
に
野
津
は
山
縣
有
朋
に
対
し
て
、

別
働
遊
撃
隊
長
村
田
大
尉
戦
死
之
節
ヨ
リ
豊
後
地
方
限
リ
相
定
之
暗
号
（
問
右

向
ケ 

答
左
向
ケ
）
ヲ
施
行
致
度
九
一

　

と
、
事
実
上
、
ラ
ッ
パ
暗
号
「
第
一
連
隊
」「
第
二
連
隊
」
を
拒
否
し
て
、
豊
後

方
面
で
決
定
し
た
「
右
向
ケ
」「
左
向
ケ
」
を
使
う
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ク
レ
ー
ム
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
曾
我
は
九
二
、
ラ
ッ
パ
手
の
「
未

熟
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
ラ
ッ
パ
手
の
責
任
で
は
な
い
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、

連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
既
出
の

「
第
一
大
隊
」
や
「
第
三
大
隊
」
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
で
あ
れ
ば
、
ラ
ッ
パ
手
は
吹
奏
で

き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
大
隊
と
い
う
組
織
単
位
は
、
ど
の
連
隊
に
も
存
在
し
、
ま
た
、

ど
の
連
隊
で
も
通
用
す
る
汎
用
の
ラ
ッ
パ
譜
―
―
東
京
の
歩
兵
第
一
連
隊
の
第
一
大

隊
で
も
、
佐
倉
の
歩
兵
第
二
連
隊
の
第
一
大
隊
で
も
、
同
じ
「
第
一
大
隊
の
ヲ
ー
フ

ラ
ン
」
を
―
―
用
い
た
の
で
、
た
い
て
い
の
ラ
ッ
パ
手
は
吹
奏
す
る
（
あ
る
い
は
聴

き
覚
え
る
）
機
会
が
あ
り
、
諳
ん
じ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
隊

の
上
位
の
組
織
単
位
で
あ
る
「
連
隊
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
組
織
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
連
隊
に
与
え
ら
れ
た
ヲ
ー
フ
ラ
ン
は
汎
用
性
が
無
い
。
つ
ま
り
、
歩
兵
第
一

連
隊
に
属
し
て
い
な
い
ラ
ッ
パ
手
は
、「
第
一
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
」
を
吹
く
（
聴

く
）
機
会
は
稀
な
の
で
、「
未
熟
」
で
あ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
さ
ら
に
「
況
や
一

般
軍
人
に
於
テ
ハ
往
々
不
心
得
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
半
の
兵
隊
も
、
自
分
が
属
さ

The confusion caused by "bugle sign"
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な
い
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
な
ど
聴
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
九
三
。
し
か
も
、

ヲ
ー
フ
ラ
ン
は
「
新
古
之
区
別
も
有
之
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
十
年
ま

で
に
、
ヲ
ー
フ
ラ
ン
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
（
そ
の
た
め
、
混
乱
が
生
じ
て
い
る
こ

と
）
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
曾
我
や
野
津
が
批
判
し
て
い
る
の
は
、
ラ
ッ
パ

暗
号
と
し
て
は
不
適
当
な
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
を
、
総
督
本
営
が
提
示
し
た
こ
と
に

あ
る
。

　

第
四
旅
団
の
「
日
記
」
に
は
、
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
が
施
行
さ
れ
る
前
日
の

二
十
五
日
に
、
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
で
は
な
く
、
別
の
ラ
ッ
パ
暗
号
に
変
更
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

喇
叭
号
旗
号
共
明
二
十
六
日
ヨ
リ
改
正
之
義
軍
団
本
営
ヨ
リ
申
越
候
間
別
紙
相

達
候
尤
熊
本
地
方
ニ
於
テ
喇
叭
暗
号
第
一
連
隊
第
二
連
隊
ノ
譜
ニ
候
得
共
当
地

屯
在
兵
未
タ
習
熱
不
致
趣
ニ
付
則
別
紙
譜
号
ノ
通
リ
相
改
メ
候
条
此
旨
相
達
候

旨
川
村
参
軍
ヨ
リ
達
シ 
別
紙
「
丁
日
白
黒
」「
半
日
赤
黒
」
問 

第
一
大
隊　

答 

第
二
大
隊
九
四

　
「
熊
本
方
面
」
で
は
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
だ
が
、「
当
地
」（
第
四
旅
団
は
鹿
児
島

方
面
）
で
は
「
問 

第
一
大
隊　

答 

第
二
大
隊
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
場

か
ら
の
ク
レ
ー
ム
を
受
け
入
れ
、
こ
の
変
更
を
指
示
し
た
の
は
川
村
純
義
九
五
参
軍

で
（
こ
の
時
期
、
別
働
第
四
旅
団
に
同
行
し
て
い
た
）、
翌
日
、
二
十
六
日
に
総
督

本
営
に
こ
の
変
更
を
届
け
出
た
。

　

第
四
旅
団
が
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
の
拒
否
し
た
こ
と
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
の
か
、

同
じ
二
十
六
日
に
第
二
旅
団
と
第
三
旅
団
（
熊
本
県
南
部
に
滞
在
）
も
大
隊
の
ヲ
ー

フ
ラ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
を
、
山
縣
有
朋
に
通
知
し
て
い
る
。

　

事
態
を
収
拾
す
る
た
め
か
、
六
月
三
十
日
、
総
督
本
営
は
次
の
よ
う
な
通
知
を
出

し
た
。兼

而
相
達
置
候
喇
叭
暗
号
之
義
詮
議
之
次
第
有
之
左
之
通
リ
改
定
来
ル
七
月
十

日
ヨ
リ
施
行
候
条
此
旨
相
達
候
事 

　

十
年
六
月
三
十
日			




総
督
本
営 

　
　

熊
本
鎮
台 

問 

右
向　

答 

左
向
九
六

　

詮
議
の
結
果
、
ラ
ッ
パ
暗
号
は
「
問 

右
向　

答 

左
向
」（
つ
ま
り
、
野
津
道
貫

が
豊
後
路
方
面
で
使
っ
て
い
た
ラ
ッ
パ
暗
号
）
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
と
同
じ
文
書
が
、
同
日
に
第
一
旅
団
、
別
働
第
二
旅
団
、
別
働
第
三
旅
団
に
も
届

け
ら
れ
て
い
る
。
大
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
を
採
用
し
た
第
四
旅
団
や
、
第
二
、
第
三
旅

団
に
宛
て
た
文
書
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
全
軍
に
対
す
る
通
知
だ
っ
た
と
み
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

七
月
八
日
、
別
働
第
一
旅
団
が
達
書
を
紛
失

　

新
た
な
ラ
ッ
パ
暗
号
「
右
向
」「
左
向
」
が
施
行
さ
れ
る
の
は
七
月
十
日
の
は
ず

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
日
前
、
都
城
の
南
西
に
あ
る
百も

引ひ
き

に
お
け
る
戦
い
で
、
ま
た

し
て
も
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。

去
ル
八
日
別
働
第
一
旅
団
モ
ヒ
キ
ノ
戦
ヒ
利
ナ
ク
シ
テ
旗
号
喇
叭
号
ヲ
失
ヒ
タ

リ
依
テ
至
急
御
改
正
ア
リ
タ
シ
九
七

　

し
か
も
、
失
っ
た
の
は
「〔
七
月
十
日
〕
ヨ
リ
可
施
行
喇
叭
暗
号
旗
号
等
之
達 

書
」
九
八
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
、
高
島
鞆
之
助
九
九
少

将
は
、
別
働
第
一
旅
団
に
限
っ
て
一
時
的
に
ラ
ッ
パ
暗
号
「
問 

止
マ
レ　

答 

打
方

止
メ
」
を
用
い
る
こ
と
を
川
村
純
義
に
届
け
一
〇
〇
、
川
村
は
、
総
督
本
営
に
対
し
早

急
に
改
正
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
一
〇
一
。

　

十
四
日
に
な
っ
て
、
改
め
て
各
方
面
に
通
知
が
届
け
ら
れ
た
。

兼
而
相
定
置
候
記
号
喇
叭
号
遺
失
旨
届
出
□
□
別
紙
之
通
リ
改
正
号
此
旨
相
達

候
事 

　

十
年
七
月
十
四
日			




征
討
総
督
本
営 　

西南戦争で陸軍が用いたラッパ信号と「喇叭暗号」を巡る混乱
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第
一
旅
団 

　

（
…
）

　

喇
叭
暗
号

問 

ガ
ル
ダ
ボ
ー
譜		



答 

ラ
ツ
ペ
ル
譜
一
〇
二

　

す
で
に
説
明
を
し
た
よ
う
に
、「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
」（G

A
R

D
E-À

-V
O

U
S

）
は

「
気
を
付
け
」、「
ラ
ツ
ペ
ル
」（LE R

A
P

P
EL

）
は
「
集
合
」
を
意
味
す
る
ラ
ッ

パ
信
号
で
あ
る
。
こ
の
通
知
も
、
第
一
旅
団
だ
け
で
な
く
、
同
日
に
第
二
旅
団
、
別

働
第
二
旅
団
に
も
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
一
〇
三
、
ま
た
十
六
日
に
は
川
村
純

義
を
経
由
し
て
第
四
旅
団
の
曾
我
、
別
働
第
一
旅
団
の
高
嶋
、
別
働
第
三
旅
団
の
大

山
巌
少
将
一
〇
四
に
も
通
知
さ
れ
て
い
る
の
で
一
〇
五
、
全
軍
に
対
す
る
一
斉
通
知
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
」「
ラ
ツ
ペ
ル
」
に
対
し
て
も
、
ク
レ
ー

ム
が
寄
せ
ら
れ
た
。
七
月
十
六
日
、
鹿
児
島
の
加
治
木
に
滞
在
し
て
い
た
第
二
旅
団

の
阿
武
素
行
一
〇
六
は
、
征
討
総
督
府
参
謀
の
小
沢
武
雄
一
〇
七
に
次
の
電
報
を
送
っ
て

い
る
。ラ

ツ
ハ
ヲ
ヨ
ヒ
キ
コ
ウ
ト
モ
キ
ウ
ニ
ア
ラ
タ
メ
ニ
ナ
リ
タ
シ
ト
ノ
コ
ト
ト
イ
ケ

ム
ツ
ケ
コ
タ
セ
（
マ
マ
）マ
イ
エ
キ
ゴ
ウ
ハ
ト
イ
ヲ
ホ
ワ
ニ
マ
ワ
ス
コ
タ
イ
（
マ
マ
）タ
テ
イ
チ
モ

ム
ジ
ミ
ギ
ノ
ト
ヲ
リ
ニ
テ
ハ
イ
カ
ガ
ヤ
マ
タ
ア
ム
ゴ
ウ
ハ
ナ
ル
ベ
キ
タ
ケ
ミ
ヤ

ス
ク
シ
テ
ワ
カ
リ
ヤ
ス
ク
セ
ヨ
ト
ノ
コ
ト
ナ
レ
（
マ
マ
）一
〇
八

〔
喇
叭
及
ヒ
記
号
共
急
ニ
改
メ
ニ
成
リ
タ
シ
ト
ノ
事
問
剣
付
ケ
答
ヘ
前
ヘ
記
号

ハ
問
大
輪
ニ
廻
ス
答
ヘ
堅
一
文
字
右
之
通
ニ
テ
ハ
如
何
又
暗
号
ハ
成
ヘ
キ
丈
ケ

見
安
ク
シ
テ
分
リ
安
ク
セ
ヨ
ト
ノ
事
ナ
リ
〕

　

阿
武
は
「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
」（
譜
例
７
）「
ラ
ツ
ペ
ル
」（
譜
例
８
）
で
は
な
く
、「
剣

付
」（
譜
例
９
）「
前
ヘ
」（
譜
例
10
）
の
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
て

い
る
。
実
際
、
楽
譜
を
比
較
す
る
と
、「
剣
付
」「
前
ヘ
」
は
か
な
り
単
調
な
シ
グ
ナ

ル
で
あ
る
の
に
対
し
、「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
」
は
確
か
に
メ
ロ
デ
ィ
や
リ
ズ
ム
が
複
雑
で

あ
る
（「
ラ
ツ
ペ
ル
」
は
単
調
な
シ
グ
ナ
ル
だ
が
）。
た
だ
、
阿
武
の
こ
の
提
案
が
直

ち
に
聞
き
入
れ
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
」「
ラ
ツ
ペ
ル
」
を
施
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

七
月
十
七
日
、
中
田
少
尉
試
補
の
手
帳
と
第
二
旅
団
の
達
書
写
の
紛
失

　

し
か
し
、
総
督
本
営
が
ラ
ッ
パ
暗
号
を
「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
」「
ラ
ツ
ペ
ル
」
に
改
正

（譜例10）Règlement du 12 juin 1875 
sur les manœuvres de l’infanterie, 1877.

（譜例７）Règlement du 12 juin 1875 sur 
les manœuvres de l’infanterie, 1877.

（譜例９）Règlement du 12 juin 1875 sur 
les manœuvres de l’infanterie, 1877.

（譜例８）Règlement du 12 juin 1875 sur 
les manœuvres de l’infanterie, 1877.

The confusion caused by "bugle sign"
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す
る
こ
と
を
通
知
し
た
七
月
十
四
日
か
ら
、
わ
ず
か
三
日
後
、
ま
た
し
て
も
ラ
ッ
パ

暗
号
を
記
し
た
手
帳
等
を
紛
失
す
る
失
態
が
―
―
し
か
も
、
同
日
に
二
か
所
で
―
―

起
き
て
し
ま
う
。

　

ま
ず
一
件
目
は
、
豊
後
路
方
面
の
丸
市
尾
（
大
分
県
佐
伯
市
）
に
お
け
る
戦
闘
で
、

熊
本
鎮
台
の
後
備
歩
兵
第
四
大
隊
第
四
中
隊
第
四
小
隊
長
、
中
田
平
十
郎
（
少
尉
試

補
）
が
戦
死
し
、
か
れ
が
所
持
し
て
い
た
手
帳
が
敵
に
奪
わ
れ
た
。
豊
後
路
方
面
で

は
「
ガ
ル
ダ
ボ
ー
」「
ラ
ツ
ペ
ル
」
を
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
予
定
だ
っ
た 

が
一
〇
九
、
熊
本
鎮
台
司
令
長
官
の
谷
干
城
は
、
と
り
あ
え
ず
二
十
三
日
ま
で
は
暫
定

的
に
「
喇
叭
暗
号 

臥
声
（
ネ
ロ
―
）
ヲ
以
テ
問
ヒ 

立
声
（
ヲ
キ
ロ
ー
）
ヲ
以
テ
答

フ
」
一
一
〇
を
使
う
よ
う
に
、
第
一
旅
団
の
司
令
長
官
、
野
津
鎮
雄
一
一
一
に
伝
え
て
い

る
。
谷
は
、
こ
の
失
態
に
業
を
煮
や
し
、
怒
り
心
頭
だ
っ
た
の
か
、
別
の
文
書
で
は
、

ラ
ッ
パ
暗
号
を
「
各
自
之
手
帳
ニ
記
載
之
義
厳
禁
セ
シ
メ
候
」
一
一
二
と
書
い
た
ほ
ど

で
あ
る
。

　

二
件
目
は
、
正
確
な
場
所
は
わ
か
ら
な
い
が
、
宮
崎
県
の
南
西
部
（
小
林
市
か
ら

高
原
町
の
あ
た
り
）
で
、
第
二
旅
団
の
石
本
綱
一
一
三
少
佐
か
ら
、

記
号
喇
叭
譜
改
正
云
々
御
達
書
写
並
ニ
相
図
旗
黒
白
赤
黒
壱
筋
宛
昨
十
七
日
戦

闘
之
際
当
大
隊
第
二
中
隊
ニ
於
テ
落
失
致
候
一
一
四

　

と
、
第
二
旅
団
出
張
本
営
に
報
告
が
届
い
た
。
出
張
本
営
で
は
参
謀
の
今
井
兼 

利
一
一
五
が
、
第
二
旅
団
に
限
っ
た
暫
定
的
な
ラ
ッ
パ
暗
号
と
し
て
問
「
剣
付
」、
答

「
前
へ
」
を
用
い
る
こ
と
（
数
日
前
に
阿
武
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
ラ
ッ
パ
暗
号
を
こ

こ
で
採
用
し
た
か
）
を
、
司
令
長
官
の
三
好
重
臣
に
提
案
一
一
六
。
三
好
は
す
ぐ
に
山

縣
有
朋
に
通
知
し
た
一
一
七
。

　

七
月
二
十
日
、
改
め
て
総
督
本
営
は
各
旅
団
に
宛
て
て
ラ
ッ
パ
暗
号
改
定
の
通
知

を
出
し
て
い
る
。

兼
テ
相
定
置
候
記
号
並
喇
叭
暗
号
共
於
小
林
口
御
紛
失
致
候
旨
届
出
候
ニ
付
左

之
通
改
正
候
条
此
段
相
達
候
事

　

但
シ
旗
雛
型
之
義
ハ
去
十
四
日
付
ヲ
以
テ
相
達
候
通

　
　
　

七
月
廿
日			




征
討
総
督
本
営

　
　
　
　

各
旅
団

　

（
…
）

　

喇
叭
暗
号

釼
付
ケ
ノ
譜		



前
ヘ
ノ
譜
一
一
八

　

以
上
、
五
月
末
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
、
ラ
ッ
パ
暗
号
を
巡
る
数
々
の
騒
動
を
紹
介

し
て
き
た
。

　

次
か
ら
次
へ
と
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
、
ラ
ッ
パ
暗
号
は
決
し
て
順
調
に
運
用
さ
れ

て
い
た
と
は
言
え
な
い
あ
り
さ
ま
だ
が
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料

が
、
ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

簑
笠
ヲ
被
ル
ヲ
以
テ
彼
我
分
明
ナ
ラ
サ
ル
ニ
因
リ
喇
叭
ヲ
以
テ
数
回
合
図
ヲ
ナ

ス
モ
更
ニ
応
セ
サ
ル
而
已
ナ
ラ
ス
突
然
緩
歩
行
進
ス
ル
モ
景
状
竒
怪
ナ
ル
ヲ
以

テ
歩
兵
馳
セ
テ
之
レ
ヲ
確
認
ス
ル
ニ
賊
兵
ナ
ル
ニ
因
リ
速
ニ
兵
ヲ
撒
布
シ
追
撃

ス
一
一
九

　

ラ
ッ
パ
の
「
問
」
に
対
し
て
、
相
手
側
か
ら
の
「
答
」
が
な
か
っ
た
の
で
、
か
れ

ら
は
警
戒
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
冷
静
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

実
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
例
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

記
録
に
は
残
り
に
く
く
、
逆
に
、
ラ
ッ
パ
暗
号
の
漏
洩
に
つ
い
て
の
記
録
が
多
い
の

は
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
リ
ス
ク
が
破
格
に
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

明
治
十
年
の
ラ
ッ
パ
（
西
洋
音
楽
）
受
容

　

西
南
戦
争
に
お
け
る
ラ
ッ
パ
暗
号
の
騒
動
か
ら
判
明
し
た
こ
と
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
明
治
十
年
当
時
の
西
洋
音
楽
（
ラ
ッ
パ
）
受
容
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
考
察
し

て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
敵
・
味
方
を
識
別
す
る
た
め
に
「
喇
叭
暗
号
」
な
る
も
の
が
使
わ
れ
て
い

た
と
い
う
事
実
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
ラ
ッ
パ
暗
号
は
、
大
尉
、
中

尉
、
少
尉
（
試
補
）
ら
、
尉
官
の
手
帳
に
記
さ
れ
て
い
た
。
前
線
で
部
隊
を
率
い
る

西南戦争で陸軍が用いたラッパ信号と「喇叭暗号」を巡る混乱
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か
れ
ら
は
、
当
然
ラ
ッ
パ
暗
号
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
手
帳

に
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
か
れ
ら
は
ラ
ッ
パ

暗
号
を
頭
の
中
に
記
憶
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。「
ガ

ル
ダ
ボ
ー
」「
ラ
ツ
ペ
ル
」
で
あ
れ
、「
剣
付
ケ
」「
前
ヘ
」
で
あ
れ
、
簡
単
に
憶
え

ら
れ
る
単
語
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ラ
ッ
パ
の
メ
ロ
デ
ィ
も
―
―
例
外
は
あ
る
と
し

て
も
―
―
長
年
の
軍
隊
生
活
で
聴
き
慣
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
短
期

間
の
う
ち
に
、
こ
れ
ほ
ど
改
正
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
手
帳
に
記
さ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
の
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
敵
に
知
ら
れ
て
は
い
け
な
い
暗
号
を

紙
媒
体
に
書
き
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
漏
洩
す
る
危
険
が
よ
り
高
ま
っ
て
し

ま
う
と
い
う
矛
盾
に
突
き
あ
た
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
現
代
の
私
た
ち
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
パ
ス
ワ
ー
ド
や
ア
カ
ウ
ン
ト
の
管
理
に
悩
ま
さ
れ
る
の
と
似
て
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
も
、
改
正
の
際
、
急
い
で
各
地
に
通
知
を
し
よ
う
と
し
て
も
、「
達
書
」
と
い

う
紙
媒
体
に
よ
る
伝
達
方
法
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
漏
洩
の
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
将
校
に
命
じ
ら
れ
て
ラ
ッ
パ
暗
号
を
吹
い
て
い
た
ラ
ッ
パ
手
た
ち
は
、

紙
媒
体
（
手
帳
や
ラ
ッ
パ
譜
）
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
戦
争
で
は
ラ
ッ

パ
手
も
多
数
戦
死
し
た
が
、
ラ
ッ
パ
手
が
所
持
し
て
い
た
手
帳
や
ラ
ッ
パ
譜
が
奪
わ

れ
た
、
あ
る
い
は
紛
失
し
た
と
い
う
よ
う
な
記
録
は
み
あ
た
ら
な
い
。
訓
練
さ
れ
た

ラ
ッ
パ
手
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
よ
く
使
用
す
る
ラ
ッ
パ
譜
な
ら
記
憶
し
て
い
た
は
ず

な
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
紙
媒
体
を
持
ち
歩
く
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
憶
え
て
い
な
い
「
第
一
連
隊
」
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
を
吹
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
か
り
に
、
ラ
ッ
パ
手
が
備
忘
の
た
め
に
ラ
ッ
パ
譜
を
所
持
し
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
個
々
の
ラ
ッ
パ
譜
だ
け
で
あ
り
、
具

体
的
な
ラ
ッ
パ
暗
号
の
「
問
答
」
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
西
南
戦

争
前
後
の
ラ
ッ
パ
譜
（
野
口
吉
右
衛
門
、
政
狩
金
助
の
ラ
ッ
パ
譜
）
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
ラ
ッ
パ
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ラ
ッ
パ
暗
号
と
い
う
用
法
は
、
ま
っ
た
く

記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
こ
の
特
殊
な
用
法
は
、
い
つ
ど
こ
で
誕
生
し
た
の
だ
ろ
う
。
今
回
の
対
象

と
し
た
資
料
を
今
一
度
調
べ
て
み
る
と
、
五
月
八
日
に
、

当
隊
喇
叭
手
今
度
暗
号
ニ
相
成
候
第
一
大
隊
第
三
大
隊
之
ヲ
イ
フ
ラ
ン
譜
未
タ

承
知
無
之
ニ
付
一
二
〇

　

と
い
う
、
別
働
第
二
旅
団
の
屯
田
遠
征
隊
（
堀
基
一
二
一
准
大
佐
）
か
ら
の
連
絡
と
、

同
じ
五
月
八
日
に
、
別
働
第
四
旅
団
の
あ
る
隊
か
ら
の
、

当
隊
喇
叭
手
「
ヲ
ル
フ
ラ
ン
」
譜
ハ
承
知
致
居
候
得
共
「
ヲ
イ
フ
ラ
ン
」
譜
承

知
致
居
候
者
無
之
候
此
段
御
届
申
候
也
一
二
二

　

と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
初
出
（
ど
ち
ら
も
ラ
ッ
パ
暗
号
と
し
て
「
ヲ
ル4

フ
ラ
ン
」
で

は
な
く
、「
ヲ
イ4

フ
ラ
ン
」
と
書
か
れ
た
通
知
を
受
け
取
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
が
誤

字
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、「
ヲ
イ4

フ
ラ
ン
」
な
ど
知
ら
な
い
と
困
惑
し
な
が
ら

返
信
を
し
て
い
る
）、
遅
く
と
も
五
月
初
旬
に
は
ラ
ッ
パ
暗
号
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
判
る
。

　

別
働
第
三
旅
団
の
記
録
『
西
南
戦
闘
日
註
』
の
四
月
八
日
の
項
目
に
は
、

参
軍
各
旅
団
長
ヲ
シ
テ
暗
号
ノ
用
否
及
ヒ
合
旗
ノ
改
否
ト
ヲ
議
セ
シ
メ
又
各
旅

団
長
会
議
規
約
ヲ
定
メ
各
意
見
ヲ
陳
セ
シ
ム
一
二
三

　

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
暗
号
」
が
、
ラ
ッ
パ
暗
号
か
ど
う
か
は
確
証
が
持
て

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
西
南
戦
争
の
前
半
、
た
と
え
ば
、
三
月
の
田
原
坂
の
戦
い

の
頃
に
は
、
ラ
ッ
パ
暗
号
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
想

像
力
を
働
か
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
そ
う
し
た
激
戦
に
お
い
て
、
味
方
を
誤
射

し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
へ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
現
場
で
編
み

出
さ
れ
た
応
急
処
置
だ
っ
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
上
層
部
が
、
必
ず
し
も
全
て
の

ラ
ッ
パ
手
が
吹
奏
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
「
第
一
連
隊
」
の
オ
ー
フ
ラ
ン
を
選
択
し

て
し
ま
っ
た
り
、「
も
う
少
し
易
し
い
ラ
ッ
パ
譜
に
し
て
は
ど
う
か
」
と
逆
提
案
を

受
け
た
り
し
て
い
る
杜
撰
な
と
こ
ろ
か
ら
も
、
陸
軍
が
事
前
に
入
念
な
準
備
を
し
て

い
た
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

他
方
、「
第
一
連
隊
」
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
の
よ
う
に
吹
け
な
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は

The confusion caused by "bugle sign"
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あ
っ
た
も
の
の
、
ラ
ッ
パ
手
は
そ
の
他
の
数
多
く
の
ラ
ッ
パ
譜
を
吹
奏
し
い
て
い
た

ら
し
い
こ
と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
更
さ
れ
る
ラ
ッ
パ
暗
号
に
も
、
お
お
よ
そ
対
応
で

き
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
明
治
維
新
以
来
の
ラ
ッ
パ

教
育
の
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
「
喇
叭
暗
号
」
を
巡
る
数
々
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
資
料
の
な
か
に
多
数
含
ま
れ
て
い
る
が
、

明
治
二
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
参
謀
本
部
陸
軍
部
編
纂
課
『
征
西
戦
記
稿
』
に
は
、
ほ

ん
の
ご
く
わ
ず
か
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
一
二
四
。『
征
西
戦
記
稿
』
は
、
西
南
戦

争
時
に
残
さ
れ
た
膨
大
な
記
録
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
西
南
戦

争
を
、
総
合
的
、
俯
瞰
的
な
観
点
か
ら
判
断
し
て
編
纂
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
ラ
ッ
パ

暗
号
な
ど
些
細
な
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
紙
幅
の
都
合
で
省
か
れ
た
と
し
て
も
、
仕
方
が

な
い
。
だ
が
、
少
し
邪
推
を
す
る
な
ら
、
陸
軍
に
と
っ
て
不
都
合
な
フ
ァ
ク
ト
を
隠

蔽
し
た
よ
う
に
も
見
え
な
く
も
な
い
（
西
南
戦
争
後
、
陸
軍
が
ラ
ッ
パ
暗
号
を
使
っ

て
い
た
と
い
う
話
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
の
で
、
や
は
り
失
敗
と
認
識
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
）。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

ア
ー
カ
イ
ブ
に
、
公
文
書
と
し
て
管
理
・
公
開
さ
れ
て
い
れ
ば
、
百
年
以
上
が
経
過

し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
は
、
政
府
側
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
陸
軍
の
ラ
ッ
パ
を
対
象
と
し
て
き
た

た
め
、
薩
摩
軍
が
用
い
た
ラ
ッ
パ
に
つ
い
て
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
一
二
五
。

最
後
に
、
政
府
側
の
資
料
に
残
っ
た
珍
し
い
事
例
（
八
月
一
日
）
を
一
件
だ
け
紹
介

し
て
お
く
。

賊
ノ
梓
峠
辺
ニ
屯
駐
ス
ル
者
佛
式
喇
叭
ヲ
以
テ
我
兵
ヲ
混
乱
セ
ン
ト
ス
諸
口
兵

ニ
注
意
セ
シ
ム
一
二
六

　

つ
ま
り
、
薩
摩
軍
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
譜
を
吹
い
て
政
府
陸
軍
を
攪
乱
し
よ

う
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
薩
摩
軍
の
ラ
ッ
パ
手
も
、
政
府
陸
軍
の
ラ
ッ
パ

譜
を
諳
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
一
二
七
。

　

ラ
ッ
パ
が
軍
隊
・
戦
争
の
必
需
品
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
ラ
ッ
パ
手

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
管
楽
器
を
つ
か
っ
て
「
ド
ミ
ソ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
を
吹
奏
し
、
兵

士
た
ち
は
―
―
唱
歌
教
育
が
始
ま
る
前
に
―
―
そ
の
「
ド
ミ
ソ
」
を
毎
日
の
よ
う
に

耳
に
し
て
い
た
（
し
か
し
、
こ
う
し
た
兵
士
た
ち
の
「
西
洋
音
楽
受
容
」
は
、
あ
ま

り
考
慮
さ
れ
な
い
）。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
金
管
楽
器
を
製
造
す
る
産
業
も
盛
ん
に

な
っ
た
（
し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
楽
器
製
造
の
歴
史
は
、
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
）。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
西
南
戦
争
の
資
料

を
丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
瞭
に
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

＊　

�

本
研
究
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
明
治
前
期
の
日
本

の
信
号
ラ
ッ
パ
―
英
仏
の
影
響
と
西
南
戦
争
に
お
け
る
運
用
の
実
態
に
つ
い
て
―
」

（19K
00158

）
の
成
果
の
一
部
で
す
。

西南戦争で陸軍が用いたラッパ信号と「喇叭暗号」を巡る混乱
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奥
中
康
人
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陸
海
軍
喇
叭
譜
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8
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制
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叭
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叭
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検
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付
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検
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概
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翻
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冒
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〇
文
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検
索
」
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
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叭
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れ
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翻
刻
さ
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。
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。
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翻
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五　

た
と
え
ば
、「
戦
闘
報
告
表 

6
月
24
日
谷
山
」 JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）:R

ef.
C

0
9

0
8

2
2

1
8

9
0

0

（
以
下
、「
Ｃ+

11
桁
の
数
字
」
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
番
号
を
示
す
）。

六　

た
と
え
ば
、C

0
9

0
8

2
2

8
0

3
0

0

「
8
月
18
日 

於
江
の
嶽
戦
闘
報
告
書 

平
賀
大
尉
」

七　

実
際
に
は
、
明
治
十
年
に
作
成
さ
れ
た
（
日
付
に
「
明
治
十
年
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
）
資
料
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
十
一
年
の
文
書
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
う

し
た
文
書
も
含
め
て
い
る
。

八　

書
状
を
出
し
た
側
の
控
え
と
、
受
け
取
っ
た
側
の
控
え
が
残
る
こ
と
で
、
内
容
的
に
同
一
の
文
書
が
重

複
す
る
こ
と
も
あ
る
。

九　

多
く
の
資
料
は
簿
冊
に
な
っ
て
お
り
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そ
の
表
紙
裏
に
は
「
昭
和
33
年
4
月
米
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府
返
還
旧
日
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軍
記

録
文
書
等
史
料
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歴
票
」
が
貼
り
付
け
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れ
て
い
る
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一
〇　

奥
中
康
人
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明
治
初
期
の
金
管
楽
器
製
造
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
〇
）

一
一　

可
児
春
琳
（
一
八
四
七
～
一
九
二
〇
）、
旧
大
垣
藩
士
。
戊
辰
戦
争
に
参
加
。
廃
藩
置
県
後
に
陸
軍
に

入
り
、
日
清
・
日
露
戦
争
で
数
々
の
武
功
を
あ
げ
、
陸
軍
少
将
と
な
っ
た
。

一
二　

斎
藤
正
言
、
愛
媛
出
身
。
陸
軍
省
の
第
二
局
第
一
課
長
。

一
三　

C
0

9
0

8
1

9
4

9
3

0
0

「
本
日
電
報
の
件　

可
児
中
尉
」

一
四　

滋
野
清
彦
（
一
八
四
六
～
一
八
九
六
）、
旧
長
州
藩
士
。
奇
兵
隊
に
入
り
戊
辰
戦
争
に
従
軍
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陸
軍
省

の
第
一
局
次
長
、
第
三
課
長
。
明
治
十
五
年
、
陸
軍
少
将
。
歩
兵
第
四
旅
団
長
、
陸
軍
士
官
学
校
長
な
ど
を

歴
任
。
三
男
は
東
京
音
楽
学
校
卒
の
飛
行
家
、
滋
野
清
武
。
孫
は
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
滋
野
清
鴻
。

一
五　

渡
辺
央
、
旧
土
佐
藩
士
。
陸
軍
省
の
卿
官
房
副
長
。
明
治
十
九
年
に
陸
軍
少
将
、
歩
兵
第
四
旅
団
長
。

一
六　

C
0

9
0

8
0

8
7

3
4

0
0

「
5
月
29
日 

喇
叭
10
管
読
法
敬
礼
式
陣
中
軌
典
等
御
送
度
有 

斉
藤
少
佐
」

一
七　

C
0

9
0

8
1

9
4

7
1

0
0

「
送
達
証 

歩
兵
ラ
ッ
パ
10
管
」

一
八　

井
田
譲
（
一
八
三
八
～
一
八
八
九
）、
旧
大
垣
藩
士
。
藩
主
戸
田
氏
彬
の
侍
読
、
西
洋
流
砲
術
教
授
方

を
つ
と
め
る
。
維
新
後
に
生
野
県
権
知
事
、
久
美
浜
県
知
事
、
長
崎
県
知
事
等
を
経
て
、
明
治
四
年
陸
軍
少

将
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西
南
戦
争
で
は
山
縣
有
朋
に
代
わ
っ
て
、
陸
軍
卿
代
理
を
つ
と
め
、
新
選
旅
団
の
編
成
に
あ
た
っ
た
。

一
九　

C
0

9
0

8
5

6
9

4
6

0
0

「
6
月
24
日 

喇
叭
外
3
点
の
儀
に
付
伺 

東
伏
見
少
将
」

二
〇　

C
0

9
0

8
2

0
2

0
0

0
0

「
普
式
喇
叭
代
金
和
歌
山
県
出
張
会
計
部
へ
御
廻
の
件 

関
中
佐
宛
」

二
一　

中
川
審
六
郎
（
一
八
四
六
～
一
九
〇
六
）、
旧
和
歌
山
藩
士
。
紀
州
徳
川
家
の
家
令
。
和
歌
山
藩
時
代

に
は
、
歩
兵
連
隊
長
を
つ
と
め
る
。
明
治
十
年
六
～
七
月
に
、
政
府
陸
軍
の
壮
兵
召
募
に
従
事
。
明
治

二
十
三
年
、
和
歌
山
県
参
事
官
。

二
二　

C
0

9
0

8
1

2
0

8
6

0
0

「
8
月
14
日
戊
第
４
３
４
号 

遊
撃
第
6
大
隊
喇
叭
の
件 

中
川
中
佐
」

二
三　

奥
中
康
人
「
明
治
初
期
の
金
管
楽
器
製
造
に
つ
い
て
」
五
五
～
五
六
頁
。

二
四　

鳥
尾
小
弥
太
（
一
八
四
八
～
一
九
〇
五
）、
旧
萩
藩
士
。
明
治
三
年
に
和
歌
山
藩
に
招
か
れ
て
軍
制
改

革
に
あ
た
っ
た
あ
と
、
兵
部
省
に
出
仕
。
軍
務
局
長
、
大
阪
鎮
台
司
令
長
官
を
経
て
中
将
に
。
西
南
戦
争
後

に
は
枢
密
顧
問
官
、
子
爵
。

二
五　
『
和
歌
山
県
史 

近
現
代
1
』
五
十
三
～
五
十
五
頁
。

二
六　
「
和
歌
山
県
史
料
」
に
は
、
召
募
に
応
じ
た
川
角
梅
之
助
（
旧
和
歌
山
藩
時
代
に
は
ラ
ッ
パ
手
だ
っ
た

が
、
西
南
戦
争
で
ラ
ッ
パ
を
吹
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
）
の
戦
死
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
初
メ
和
歌

山
藩
ニ
於
テ
鼓
手
長
タ
リ
後
喇
叭
長
ト
ナ
ル
十
年
鹿
児
島
ノ
役
起
ル
ヤ
出
デ
ヽ
壮
兵
募
集
に
応
ジ
遊
撃
隊
ニ

編
セ
ラ
レ
軍
曹
ニ
命
セ
ラ
ル
〔
。〕
八
月
十
八
日
日
向
国
濱
子
村
ニ
戦
死
ス
享
年
二
十
六
歳
」（「
和
歌
山
県

史
案
（
第
2
編
）（
和
歌
山
史
稿
本
）
制
度 

兵
制
（
明
治
8
―
11
年
）」
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
）

二
七　

C
0

4
0

2
7

4
1

0
8

0
0

「
本
よ
り
12
拇
空
弾
等
支
廠
へ
送
致
伺
」

二
八　

C
0

4
0

2
6

9
6

4
7

0
0

「
東
京
裁
判
所
よ
り
清
水
駒
蔵
訴
訟
に
付
云
々
」

二
九　

永
持
明
徳
（
一
八
四
五
～
一
九
〇
四
）、
旧
幕
臣
。
幕
府
遣
欧
使
節
団
に
随
行
。
大
砲
差
図
役
頭
取
。

維
新
後
は
沼
津
兵
学
校
教
授
を
経
て
大
阪
兵
学
寮
に
。
退
役
後
、
私
立
育
英
黌
農
業
科
（
東
京
農
業
大
学
）

の
初
代
黌
長
に
就
任
。

三
〇　

C
0

4
0

2
7

2
8

3
3

0
0

「
3
よ
り
喇
叭
製
作
の
義
に
付
伺
」

三
一　

C
0

9
0

8
2

1
1

3
7

0
0

「
東
京
鎮
台
第
3
連
隊
第
3
大
隊
第
1
中
隊
1
等
喇
叭
卒 

近
藤
與
久
治
」

三
二　

C
0

9
0

8
2

1
1

4
1

0
0

「
東
京
鎮
台
第
3
連
隊
第
3
大
隊
第
1
中
隊
1
等
喇
叭
卒 

佐
藤
六
之
助
」

三
三　

C
0

9
0

8
3

9
6

6
5

0
0

「
開
戦
以
来
戦
闘
景
況
書 

明
治
十
年
五
月 

第
八
連
隊
第
三
大
隊
合
併
第
一
中

隊　

元
第
二
中
隊
」

三
四　

C
0

9
0

8
3

5
2

0
5

0
0

「
抜
刀
隊
と
歩
兵
の
勇
悍
な
る
者
を
以
て
激
戦
す
と
雖
も
取
る
能
は
す
」

三
五　

C
0

9
0

8
3

9
6

6
5

0
0

「
開
戦
以
来
戦
闘
景
況
書 

明
治
十
年
五
月 

第
八
連
隊
第
三
大
隊
合
併
第
一
中

隊 

元
第
二
中
隊
」

三
六　

C
0

9
0

8
0

6
7

0
6

0
0

「
10
年
2
月
27
日 

午
後
我
が
軍
新
た
に
部
署
を
定
む
」

三
七　

C
0

9
0

8
5

9
1

3
1

0
0

「
7
月
5
日 

旅
団
司
令
長
官
代
理
」

三
八　

C
0

9
0

8
5

1
5

7
0

0
0

「
7
月
10
日 

本
日
よ
り
可
施
行
喇
叭
暗
号
旗
号
等
の
達
書
紛
失
御
届 

川
村
参

軍
」

三
九　

C
0

9
0

8
5

1
5

7
0

0
0

「
7
月
10
日 

本
日
よ
り
可
施
行
喇
叭
暗
号
旗
号
等
の
達
書
紛
失
御
届 

川
村
参

The confusion caused by "bugle sign"
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軍
」

四
〇　

C
0

9
0

8
5

9
4

6
1

0
0

「
7
月
5
日 

東
伏
見
司
令
長
官
本
日
午
後
当
営
御
入
来
告
諭
等
の
件
」

四
一　

C
0

9
0

8
3

7
7

0
4

0
0

「
仮
定
暗
号 

旗
号 

喇
叭
暗
号
」

四
二　

C
0

9
0

8
3

7
7

0
4

0
0

「
仮
定
暗
号 

旗
号 

喇
叭
暗
号
」

四
三　

C
0

9
0

8
2

8
1

8
4

0
0

「
6
月
22
日 

喇
叭
暗
号
の
義
本
日
17
御
達
の
趣
本
日
到
着
云
々 

野
津
大
佐
」

四
四　

C
0

9
0

8
2

8
1

8
4

0
0

「
6
月
22
日 

喇
叭
暗
号
の
義
本
日
17
御
達
の
趣
本
日
到
着
云
々 

野
津
大
佐
」

四
五　

C
0

9
0

8
3

1
4

6
3

0
0

「
暗
号
及
び
記
号
の
変
更
に
つ
い
て 

小
澤
大
佐
」

四
六　

C
0

9
0

8
5

4
8

5
6

0
0

「
6
月
10
日 

山
田
旅
団
の
合
図
旗
及
喇
叭
問
答
の
仮
決
定
に
関
す
る
通
達 

山

田
少
将
」

四
七　

C
0

9
0

8
5

9
4

5
2

0
0

「
7
月
3
日 

日
課
左
の
通
相
定
（
午
前
4
時
起
床
諸
日
課
午
後
9
時
消
燈
）」

四
八　

C
0

9
0

8
4

7
4

3
6

0
0

「
3
月
13
日 

佐
久
間
盛
義
曹
長
少
尉
試
補
申
付
候
事
」

四
九　

C
0

9
0

8
2

8
5

8
3

0
0

「
記
号
」

五
〇　

C
0

9
0

8
2

8
5

8
3

0
0

「
記
号
」

五
一　

C
0

9
0

8
4

5
8

2
9

0
0

「
5
月
29
日 

2
中
隊
を
以
て
茂
田
村
賊
塁
攻
撃
に
付
申
進 

高
島
少
佐
よ
り
」

五
二　
「
ヲ
ー
フ
ラ
ン
」（
あ
る
い
は
「
ヲ
ル
フ
ラ
ン
」「
ヲ
ロ
フ
ラ
ン
」）
が
フ
ラ
ン
ス
語
のR

EFR
A

IN

で
あ

る
こ
と
は
、
井
上
由
里
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ッ
パ
譜
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
セ

ル
・
シ
ャ
ノ
ン
氏
、
ク
ラ
ラ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ル
・
サ
カ
モ
ト
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

五
三　

野
口
吉
右
衛
門
（
一
八
五
二
～
？
）、
埼
玉
県
出
身
。
明
治
八
年
五
月
に
東
京
鎮
台
歩
兵
第
二
連
隊
第

三
大
隊
第
三
中
隊
の
ラ
ッ
パ
手
と
な
り
、
西
南
戦
争
に
従
軍
し
た
（
別
働
第
一
旅
団
）。

五
四　

政
狩
金
助
（
一
八
六
七
～
？
）、
岡
山
出
身
。
明
治
十
七
年
六
月
、
陸
軍
教
導
団
歩
兵
科
喇
叭
生
徒
と

な
り
、
明
治
十
八
年
九
月
に
卒
業
。
同
月
、
名
古
屋
鎮
台
歩
兵
第
十
八
連
隊
第
三
大
隊
の
喇
叭
長
に
な
っ
た
。

五
五　

も
っ
と
も
、
激
し
い
戦
闘
の
様
子
を
描
写
す
る
報
告
と
し
て
、
一
種
の
常
套
句
の
よ
う
に
（
実
際
に

は
ラ
ッ
パ
の
音
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
）「
進
撃
ノ
号
音
ト
共
ニ
吶
喊
」
の
よ
う
に
、
記
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

五
六　

ラ
ッ
パ
譜
の
よ
う
な
楽
譜
集
の
場
合
、
そ
こ
に
様
々
な
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
実
際
に

そ
の
す
べ
て
が
吹
奏
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
戦
時
の
文
書
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と

も
、
タ
イ
ト
ル
が
記
さ
れ
た
曲
は
実
際
に
吹
奏
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

五
七　

高
嶋
信
茂
、
広
島
県
出
身
。
大
阪
鎮
台
幕
僚
参
謀
部
の
参
謀
副
長
。
西
南
戦
争
で
は
別
働
第
二
旅
団
。

五
八　

中
村
重
遠
（
一
八
四
〇
～
一
八
八
四
）、
高
知
県
宿
毛
出
身
。
戊
辰
戦
争
で
宿
毛
機
勢
隊
を
編
成
し
転

戦
。
維
新
後
、
陸
軍
に
入
る
。
広
島
鎮
台
幕
僚
参
謀
部
の
参
謀
長
。
西
南
戦
争
で
は
別
働
第
二
旅
団
の
参
謀

長
。
名
古
屋
城
、
姫
路
城
の
保
存
を
上
申
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

五
九　

山
内
通
義
（
一
八
五
〇
～
一
九
一
二
）、
旧
長
州
藩
士
。
東
京
鎮
台
工
兵
第
一
大
隊
長
。
西
南
戦
争
で

は
別
働
第
二
旅
団
。
陸
軍
砲
工
学
校
の
初
代
校
長
。

六
〇　

山
川
浩
（
一
八
四
五
～
一
八
九
八
）、
旧
会
津
藩
士
。
慶
応
二
年
に
樺
太
国
境
議
定
の
た
め
の
幕
府
使

節
団
に
加
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
で
ロ
シ
ア
に
渡
る
。
戊
辰
戦
争
後
は
、
斗
南
藩
権
大
参
事
。
廃
藩
置
県

後
に
陸
軍
省
に
入
る
。
西
南
戦
争
で
は
別
働
第
二
旅
団
の
参
謀
。
弟
に
山
川
健
次
郎
、
妹
に
大
山
捨
松
が
い

る
。

六
一　

C
0

9
0

8
5

2
7

2
2

0
0

「
9
月
19
日 

当
方
面
受
持
戦
闘
線
内
に
於
て
喇
叭
の
譜
音
演
習
の
件　

中
村

中
佐
外
」

六
二　

名
古
屋
鎮
台
歩
兵
第
六
連
隊
の
ラ
ッ
パ
手
が
所
持
し
て
い
た
ラ
ッ
パ
譜
「
喇
叭
記
帳
」（
明
治
十
八
年

十
月
の
日
付
が
あ
る
）（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
所
蔵
）
に
も
「
坂
丸
そ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

六
三　

野
口
吉
右
衛
門
の
ラ
ッ
パ
譜
で
は
、A

U
X

 C
H

A
M

P
S

 EN
 M

A
R

C
H

A
N

T

と
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
の

曲
に
、「
ナ
カ
ス
ケ
ッ
ト
」〔LA

 C
A

S
Q

U
ETTE

〕
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

六
四　

長
田
順
行
『
西
南
の
役
と
暗
号
』
三
十
七
～
四
十
五
頁
。

六
五　

C
0

9
0

8
2

2
0

9
7

0
0

「
7
月
23
日
都
城
よ
り
美
々
津
に
至
る
戦
闘
報
告
並
に
部
署
及
賊
情
探
偵
書

類
／
坪
屋
の
賊
徒
昨
夜
潰
走 

三
好
少
将
」

六
六　

村
田
成
礼
（
？
～
一
八
七
七
）、
旧
弘
前
藩
士
。
別
働
遊
撃
第
一
中
隊
長
。

六
七　

C
0

4
0

2
7

8
3

4
1

0
0

「
明
治
10
年 「
大
日
記 

6
月
1
日 

甲 

軍
団
本
営
」（
3
の
2
）」

六
八　

堀
江
芳
介
（
一
八
四
五
～
一
九
〇
二
）、
旧
長
州
藩
士
。
奇
兵
隊
に
入
り
戊
辰
戦
争
に
従
軍
。
西
南
戦

争
で
は
別
働
第
二
旅
団
の
参
謀
。
こ
の
時
、
堀
江
は
別
働
第
二
旅
団
の
本
隊
か
ら
離
れ
、
豊
後
地
方
で
熊
本

鎮
台
兵
を
率
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
明
治
十
六
年
、
陸
軍
戸
山
学
校
校
長
。

六
九　

三
浦
梧
楼
（
一
八
四
七
～
一
九
二
六
）、
旧
萩
藩
士
。
広
島
鎮
台
司
令
長
官
と
し
て
萩
の
乱
を
鎮
圧
。

西
南
戦
争
で
は
第
三
旅
団
司
令
長
官
。
日
清
戦
争
後
、
朝
鮮
特
命
全
権
公
使
と
し
て
韓
国
に
駐
在
、
閔
妃
殺

害
事
件
を
起
こ
し
た

七
〇　

C
0

9
0

8
4

9
0

0
1

0
0

「
6
月
8
日 

軍
団
本
営
電
報 

記
号
並
に
喇
叭
号
賊
に
奪
は
れ
る
に
付
通
知
」

七
一　

C
0

9
0

8
4

9
0

0
0

0
0

「
6
月
8
日 

軍
団
本
営
電
報 

記
号
並
に
喇
叭
号
賊
に
奪
は
れ
る
に
付
通
知
」

七
二　

六
月
十
三
日
に
な
っ
て
、
第
二
旅
団
の
三
好
重
臣
は
山
縣
有
朋
に
対
し
て
「
是
迄
相
用
来
候
記
号
及

喇
叭
暗
号
豊
後
路
ニ
於
テ
賊
ニ
相
漏
候
云
々
去
ル
八
日
電
報
ヲ
以
テ
御
達
之
趣
敬
承
仕
候
然
ル
ニ
其
後
改
正

之
分
未
タ
何
等
御
達
無
之
ニ
付
」
と
催
促
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
、
新
し
い
ラ
ッ
パ
暗
号
の
通
知

は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

七
三　

山
田
顕
義
（
一
八
四
四
～
一
八
九
二
）、
旧
萩
藩
士
。
岩
倉
使
節
団
に
随
行
。
西
南
戦
争
後
は
司
法
卿
、

法
相
を
歴
任
。
日
本
法
律
学
校
（
後
の
日
本
大
学
）
を
創
立
。

七
四　

C
0

9
0

8
5

4
8

5
6

0
0

「
6
月
10
日 

山
田
旅
団
の
合
図
旗
及
喇
叭
問
答
の
仮
決
定
に
関
す
る
通
達 

山

田
少
将
」

七
五　

三
好
成
行
（
一
八
四
五
～
一
九
一
九
）、
旧
萩
藩
士
。
奇
兵
隊
小
隊
司
令
。
明
治
四
年
、
陸
軍
少
尉
。

日
清
・
日
露
戦
争
に
も
出
征
。

七
六　

牧
野
毅
（
一
八
四
五
～
一
八
九
四
）、
旧
松
代
藩
士
。
佐
久
間
象
山
に
砲
術
を
学
ぶ
。
明
治
七
年
、
参

謀
局
勤
務
。
西
南
戦
争
で
は
第
三
旅
団
参
謀
。

七
七　

川
村
景
明
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
六
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
薩
英
戦
争
、
戊
辰
戦
争
に
従
軍
。
日
清
戦
争

で
は
近
衛
歩
兵
第
一
旅
団
長
、
日
露
戦
争
で
は
第
十
師
団
長
を
つ
と
め
る
。
明
治
三
十
八
年
に
陸
軍
大
将
、

大
正
四
年
元
帥
。

七
八　

C
0

9
0

8
5

4
8

5
7

0
0

「
6
月
10
日 

合
図
旗
及
喇
叭
問
答
の
仮
決
定
に
関
す
る
山
田
少
将
通
達
の
通

知　

高
島
少
佐
」

七
九　
「
同
伏
セ
」
の
「
同
」
が
何
を
指
す
の
か
は
、
文
脈
的
に
考
え
れ
ば
「
散
兵
ノ
内
」
あ
る
い
は
「
散
兵

ノ
内
半
分
隊
」
か
も
し
れ
な
い
が
、「
散
兵
ノ
内
伏
セ
」
や
「
散
兵
ノ
内
半
分
隊
伏
セ
」
で
は
意
味
が
通
ら

な
い
の
で
、「
散
兵
伏
セ
」
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

八
〇　

C
0

9
0

8
5

2
4

4
4

0
0

「
6
月
13
日
付
け
」

八
一　

小
郷
武
、
高
知
出
身
。
広
島
鎮
台
第
十
二
連
隊
第
二
大
隊
第
三
中
隊
。

八
二　
『
別
働
第
二
旅
団
戦
記
』
巻
之
四
、二
十
二
丁
オ
モ
テ
。

八
三　

C
0

9
0

8
5

4
8

1
7

0
0

「
6
月
13
日 

三
浦
旅
団
に
於
け
る
旗
喇
叭
暗
号
の
決
定
に
関
す
る
通
知 

三
浦

少
将
」。
山
田
は
山
縣
に
対
し
て
「
当
方
面
限
リ
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
人
吉
方
面
に
い
た
別
働
第
二
旅

団
と
第
三
旅
団
同
じ
ラ
ッ
パ
暗
号
で
統
一
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
三
浦
は
「
当
団
〔
第
三
旅
団
〕
限

リ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
別
働
第
二
旅
団
は
別
の
ラ
ッ
パ
暗
号
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

八
四　

三
好
重
臣
（
一
八
四
〇
～
一
九
〇
〇
）、
旧
萩
藩
士
。
西
南
戦
争
で
は
第
二
旅
団
の
司
令
長
官
。

八
五　

川
路
利
良
（
一
八
三
四
～
一
八
七
九
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
フ
ラ
ン
ス
の
警
察
制
度
を
参
考
に
、
日
本
に

近
代
警
察
制
度
を
導
入
。
初
代
大
警
視
を
つ
と
め
る
。
西
南
戦
争
で
は
臨
時
に
少
将
を
兼
任
し
、
別
働
第
三

旅
団
司
令
長
官
。

八
六　

C
0

9
0

8
4

9
0

8
0

0
0

「
喇
叭
暗
号
記
号
共
別
紙
の
通
相
定
相
達 

総
督
本
営
」

八
七　

曾
我
祐
準
（
一
八
四
四
～
一
九
三
五
）、
旧
柳
川
藩
士
。
西
南
戦
争
で
は
第
四
旅
団
の
司
令
長
官
。

八
八　

C
0

9
0

8
5

6
4

0
8

0
0

「
6
月
20
日 

喇
叭
暗
号
記
号
の
義
に
付
可
申
出
御
達
の
件 

曽
我
少
将
」

八
九　

野
津
道
貫
（
一
八
四
一
～
一
九
〇
八
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
西
南
戦
争
で
は
第
二
旅
団
の
参
謀
長
だ
が
、

五
月
下
旬
よ
り
豊
後
地
方
に
出
張
し
て
い
た
。
日
清
戦
争
で
は
第
一
軍
司
令
官
。
兄
は
野
津
鎮
雄
（
第
一
旅

団
司
令
長
官
）。

九
〇　

C
0

9
0

8
3

7
6

6
2

0
0

「
野
津
大
佐 

豊
後
地
方
相
定
暗
号
記
号
等
の
儀
」

西南戦争で陸軍が用いたラッパ信号と「喇叭暗号」を巡る混乱
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九
一　

C
0

9
0

8
2

8
1

8
4

0
0

「
6
月
22
日 

喇
叭
暗
号
の
義
本
日
17
御
達
の
趣
本
日
到
着
云
　々

野
津
大
佐
」。

つ
ま
り
、
豊
後
方
面
で
は
、
村
田
大
尉
の
手
帳
が
奪
わ
れ
た
後
の
六
月
上
旬
は
、
問
「
右
向
ケ
」
答
「
左
向

ケ
」
と
い
う
ラ
ッ
パ
暗
号
を
ロ
ー
カ
ル
に
使
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
資
料
か
ら
判
明
す
る
。

九
二　

曾
我
祐
準
は
、
陸
軍
内
の
山
縣
有
朋
・
大
山
巌
ら
の
藩
閥
勢
力
に
対
し
て
反
主
流
派
を
形
成
し
て
い

た
の
で
、
と
に
か
く
ケ
チ
を
つ
け
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

九
三　

四
月
十
五
日
に
、
熊
本
城
に
接
近
し
た
歩
兵
第
十
四
連
隊
（
第
一
大
隊
第
二
中
隊
）
は
、「
城
中
ノ
兵

多
ク
我
ヲ
狙
撃
シ
容
易
ニ
近
ク
ヲ
得
ス
喇
叭
ヲ
以
テ
止
発
ヲ
促
ス
モ
更
ニ
応
セ
ス
連
隊
ノ
記
号
ヲ
吹
奏
シ
初

テ
入
城
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
」（C

0
9

0
8

0
6

9
1

4
0

0

）
と
あ
り
、「
連
隊
ノ
記
号
」
つ
ま
り
「
歩
兵
第
十
四

連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
」
を
吹
奏
す
る
こ
と
で
味
方
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
認
識
で
き

た
の
は
、
歩
兵
第
十
四
連
隊
が
熊
本
鎮
台
に
属
す
る
こ
と
、
熊
本
城
内
に
歩
兵
第
十
四
連
隊
の
別
の
部
隊
が

い
た
こ
と
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
誰
も
が
歩
兵
第
十
四
連
隊
の
ヲ
ー
フ
ラ
ン
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

九
四　

C
0

9
0

8
4

9
7

1
7

0
0

「
6
月
25
日 

指
揮
無
之
人
家
へ
放
火
不
都
合
部
下
へ
説
諭
達　

川
村
参
軍
」、

C
0

9
0

8
4

9
7

1
8

0
0

「
6
月
26
日 

進
撃
に
付
医
官
出
張
の
繃
帯
所
等
支
病
院
と
協
議
取
極
の
件
」

九
五　

川
村
純
義
（
一
八
三
六
～
一
九
〇
四
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
明
治
維
新
後
に
海
軍
の
整
備
に
尽
力
。
西
南

戦
争
で
は
参
軍
と
し
て
海
軍
を
率
い
る
。
明
治
十
一
年
に
海
軍
卿
。

九
六　

C
0

9
0

8
4

4
8

3
8

0
0

「
6
月
30
日 

喇
叭
暗
号
詮
議
の
次
第
左
の
通
り
改
定　

総
督
本
営
」

九
七　

C
0

9
0

8
3

0
5

1
9

0
0

「
旗
号
ラ
ッ
パ
号
の
改
正
要
求 

本
営
」

九
八　

C
0

9
0

8
4

9
7

4
5

0
0

「
7
月
11
日 

8
日
清
水
に
於
て
米
30
俵
分
捕
9
日
戦
闘
な
し
降
伏
生
捕
13

名
」、C

0
9

0
8

4
9

7
4

6
0

0
「
大
溝
原
よ
り
中
央
加
久
藤
附
近
進
撃
該
塁
を
陥
す
三
好
少
将
報
知
」

九
九　

高
島
鞆
之
助
（
一
八
四
四
～
一
九
一
六
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
戊
辰
戦
争
に
も
従
軍
。
西
南
戦
争
で
は
別

働
第
一
旅
団
司
令
長
官
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
軍
制
を
研
究
す
る
。
第
一
次
松
方
内
閣
の
陸
相
。

一
〇
〇　

C
0

9
0

8
5

1
5

7
0

0
0

「
7
月
10
日 
本
日
よ
り
可
施
行
喇
叭
暗
号
旗
号
等
の
達
書
紛
失
御
届 

川
村

参
軍
」

一
〇
一　

C
0

9
0

8
3

0
5

1
9

0
0

「
旗
号
ラ
ッ
パ
号
の
改
正
要
求 

本
営
」

一
〇
二　

C
0

9
0

8
3

8
1

6
2

0
0

「
記
号
ラ
ッ
パ
号
遺
失
の
旨
届
出 

総
督
本
営
」

一
〇
三　

C
0

9
0

8
4

2
8

7
0

0
0

「
7
月
14
日 

記
号
喇
叭
遺
失
届
出
に
付
別
紙
雛
形
の
件 

総
督
本
営
」、

「C
0

9
0

8
5

4
7

2
7

0
0

「
7
月
14
日 

記
号
喇
叭
暗
号
遺
失
届
出
に
付
別
紙
雛
形
の
改
正
相
達 

総
督
本
営
」

一
〇
四　

大
山
巌
（
一
八
四
二
～
一
九
一
六
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
軍
制
・
砲
術
を
研
究
し
、

日
本
陸
軍
の
創
設
に
か
か
わ
る
。
明
治
十
八
年
、
第
一
次
伊
藤
内
閣
の
陸
相
。

一
〇
五　

C
0

9
0

8
2

9
8

8
8

0
0

「
7
月
16
日 

記
号
ラ
ッ
パ
号
改
正
の
義 
川
村
参
軍
」

一
〇
六　

阿
武
素
行
、
山
口
県
出
身
。
東
京
鎮
台
歩
兵
第
二
連
隊
長
。

一
〇
七　

小
沢
武
雄
（
一
八
四
四
～
一
九
二
六
）、
旧
小
倉
藩
士
。
明
治
四
年
に
陸
軍
に
入
り
、
十
八
年
中
将
。

陸
軍
士
官
学
校
校
長
、
参
謀
本
部
長
な
ど
を
歴
任
。
明
治
二
十
三
年
に
貴
族
院
議
員
に
な
る
が
、
舌
禍
事
件

を
お
こ
し
、
軍
職
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

一
〇
八　

C
0

9
0

8
3

0
5

6
7

0
0

「
ラ
ッ
パ
、
記
号
の
使
用
法
に
つ
い
て 

小
澤
大
佐
」

一
〇
九　

C
0

9
0

8
3

6
6

8
8

0
0

「
谷
少
将　

記
号
並
に
喇
叭
暗
号
改
正
の
義
」

一
一
〇　

C
0

9
0

8
3

7
7

0
3

0
0

「
谷
少
将 

手
帳
落
失
賊
の
手
に
入
り
哉
も
難
測
」、C

0
9

0
8

3
7

7
0

4
0

0

「
仮
定
暗
号 

旗
号 

喇
叭
暗
号
」

一
一
一　

野
津
鎮
雄
（
一
八
三
五
～
一
八
八
〇
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
野
津
道
貫
の
兄
。
薩
英
戦
争
、
戊
辰
戦
争

に
参
加
し
、
維
新
後
に
兵
部
省
に
出
仕
。

一
一
二　

C
0

9
0

8
4

4
8

9
4

0
0

「
7
月
18
日 

暗
号
記
号
及
び
喇
叭
暗
号
等
将
校
各
自
手
帳
に
記
載
の
儀
厳

禁 

谷
少
将
」

一
一
三　

石
本
綱
（
一
八
四
三
～
一
八
八
七
）、
姫
路
出
身
。
歩
兵
第
九
連
隊
第
一
大
隊
長
。

一
一
四　

C
0

9
0

8
4

6
1

3
8

0
0

「
7
月
18
日 

記
号
喇
叭
譜
改
正
御
達
書
写
並
相
図
旗
落
失
御
届 

石
本
少
佐
」

一
一
五　

今
井
兼
利
（
一
八
三
五
～
一
八
九
〇
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
明
治
十
二
年
、
工
兵
局
長
。
以
後
、
陸
軍

少
将
、
工
兵
会
議
議
長
、
戸
山
学
校
長
、
第
七
旅
団
長
な
ど
を
歴
任
。

一
一
六　

C
0

9
0

8
4

2
7

5
0

0
0

「
7
月
19
日 

記
号
喇
叭
暗
号
共
落
失
の
旨
届
出
の
件 

今
井
中
佐
」

一
一
七　

C
0

9
0

8
2

8
5

8
5

0
0

「
7
月
19
日 

去
る
14
日
付
を
以
て
改
正
達
相
成
記
号
及
び
ラ
ッ
パ
暗
号　

三

好
少
将
」

一
一
八　

C
0

9
0

8
2

8
6

0
3

0
0

「
兼
て
相
定
め
た
る
記
号
並
に
ラ
ッ
パ
暗
号
の
件 

総
督
本
営
」

一
一
九　

C
0

9
0

8
0

7
5

9
5

0
0

「
10
年
7
月
25
日 

右
翼 

山
ノ
口
山
上
築
城 

同
所
宿
泊
」

一
二
〇　

C
0

9
0

8
5

3
5

8
4

0
0

「
5
月
8
日 

第
1
大
隊
第
3
大
隊
の
ヲ
イ
フ
ラ
ン
譜
其
筋
へ
御
下
命
相
成
様

依
頼　

堀
大
佐
」

一
二
一　

堀
基
（
一
八
四
四
～
一
九
一
二
）、
旧
薩
摩
藩
士
。
慶
応
二
年
、
函
館
の
樺
太
境
界
交
渉
の
際
に
現
地

を
視
察
し
、
坂
本
龍
馬
ら
に
北
門
警
備
の
急
務
を
説
く
。
開
拓
中
判
事
、
北
海
道
屯
田
事
務
局
長
。
北
海
道
運

輸
会
社
を
興
し
た
。

一
二
二　

C
0

9
0

8
5

3
7

4
4

0
0

「
5
月
8
日 

当
隊
喇
叭
手
「
ヲ
イ
フ
テ
ン
」
譜
承
知
致
居
者
無
之
御
届　

第

4
連
隊
第
2
大
隊
第
3
中
隊
」

一
二
三　

旧
別
働
第
三
旅
団
参
謀
部
『
西
南
戦
闘
日
註
』
四
十
三
頁
。

一
二
四　

筆
者
（
奥
中
）
が
確
認
し
た
限
り
で
は
、
六
月
十
二
日
の
小
郷
大
尉
手
帳
紛
失
（
巻
四
十
、三
十
六
頁
）、

六
月
十
七
日
の
ラ
ッ
パ
暗
号
改
正
通
知
（
巻
四
十
五
、二
頁
）、
七
月
二
十
三
日
の
「
剣
付
」「
前
ヘ
」
へ
の
改

正
（
巻
五
十
五
、三
十
頁
）、
八
月
六
日
の
「
喇
叭
査
問
」（
巻
五
十
七
、二
十
九
頁
）、
六
月
二
十
六
日
の
ラ
ッ

パ
暗
号
改
正
に
つ
い
て
（
附
録
「
軍
中
雑
録
」
の
十
頁
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
な
詳

細
な
経
緯
は
記
さ
れ
ず
、
単
に
事
実
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
二
五　

横
田
庄
一
郎
に
よ
る
と
、
田
原
坂
資
料
館
に
は
「
鹿
児
島
集
成
館
」
の
刻
印
が
あ
る
薩
摩
軍
の
ラ
ッ
パ

が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
横
田
（
二
〇
〇
四
））。

一
二
六　

C
0

9
0

8
0

6
8

3
3

0
0

「
10
年
8
月
1
日 

梓
峠
の
賊
兵
の
陽
動
に
対
す
る
注
意
」

一
二
七　

勇
知
之
（「
西
南
戦
争
と
洋
楽
」（
二
〇
〇
三
））
は
、
薩
摩
軍
の
ラ
ッ
パ
手
が
政
府
軍
の
フ
ラ
ン
ス
の

ラ
ッ
パ
譜
を
吹
い
た
例
と
し
て
、
福
地
源
一
郎
が
三
月
下
旬
に
現
地
か
ら
報
じ
た
「
六
時
半
に
は
早
く
薄
暗
く

な
り
し
に
本
営
りマ

マ
よ
り
〔
二
〕
俣
山
の
東
北
に
當
り
て
頻
り
に
喇
叭
の
声
を
聞
く
其
譜
は
佛
蘭
西
の
急
変
を
報

ず
る
譜
に
て
即
ち
我
が
陸
軍
に
用
ふ
る
処
な
れ
ど
も
其
音
は
何
と
な
く
異
様
に
響
き
賊
兵
が
用
ふ
る
英
吉
利
製

の
調
喇
叭
の
音
の
如
し
」（
福
地
源
一
郎
「
戦
報
採
録
」『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
十
年
三
月
二
十
九
日
）
を
挙

げ
て
い
る
が
、
福
地
は
、
こ
の
数
十
行
後
に
「
初
め
喇
叭
を
吹
き
た
る
は
即
ち
近
衛
兵
の
持
場
に
て
戦
中
に
急

を
知
ら
せ
た
る
な
り
」
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
言
え
ば
、
薩
摩
軍
が
吹
い
た
事
例
で
は
な
い
。
と
は

い
え
、
政
府
軍
が
そ
の
よ
う
な
陽
動
作
戦
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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　The purpose of this paper is to analyze the usage of the Army's bugle call related to the Seinan War of 1877, by searching the digital 
archive of Japan Center for Asian Historical Records, National Archives of Japan. Approximately 320 data extracted by searching the 
archive with keywords such as "Rappa" can be classified into data on bugles as musical instruments, bugle player, and bugle call. 
Focusing on the bugle call in particular, it is found that many French bugle calls and marches were used, and that there was a special 
usage called "bugle sign".
　Bugle sign was communication for identifying an enemy or an ally by exchanging a predetermined bugle call in a question-and-
answer format. However, many records show that bugle sign and countersign fell into the hands of the enemy and had to be revised 
many times. Although there were problems with the operation of the bugle sign, the bugler generally played a large number of bugle 
calls, suggesting that the bugle education has been successful since the Meiji Restoration.
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